
序

朝
河
貫
一
は
一
八
七
三
年
一
二
月
二
〇
日
に
福
島
県
二
本
松
に
生
ま
れ
、
一
八

九
五
年
単
身
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
留
学
し
、
同
国
に
お
い
て
生
涯
に
わ
た
っ
て
日

本
中
世
史
・
比
較
法
制
史
家
（
イ
ェ
ー
ル
大
学
名
誉
教
授
）、
国
際
関
係
（
日
米

関
係
）
論
者
、
日
本
文
化
紹
介
者
と
し
て
活
躍
し
、
一
九
四
八
年
八
月
一
一
日
に

同
国
に
お
い
て
死
去
し
た
。
英
語
圏
に
お
け
る
日
本
史
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
り
、

主
著
と
さ
れ
る"T

he
docum

ents
of

Iriki"

（『
入
来
文
書
』）
は
、
マ
ル
ク
・

ブ
ロ
ッ
ク
ら
同
時
代
の
西
欧
の
歴
史
家
た
ち
の
日
本
史
理
解
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
反
面
、
生
前
そ
の
存
在
は
必
ず
し
も
日
本
で
は
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
一
九
四
八
年
の
死
の
後
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
に

お
い
て
も
、
ア
メ
リ
カ
で
活
躍
し
た
「
国
際
人
」
朝
河
貫
一
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、

歴
史
学
を
超
え
た
広
が
り
を
も
つ
に
至
る
。

朝
河
関
係
の
書
籍
・
研
究
は
数
多
い
。
主
著"T

he
docum

ents
of

Iriki"

に

原
史
料
の
翻
刻
を
付
し
た
朝
河
貫
一
著
書
刊
行
委
員
会
編
『
入
来
文
書
』（
日
本

学
術
振
興
会
、
一
九
五
五
年
）、
同
委
員
会
編
の
遺
稿
集"L

and
and

society
in

m
edieval

Japan"

（
日
本
学
術
振
興
会
、
一
九
六
五
年
、
奥
付
タ
イ
ト
ル
『
荘

園
研
究
』、
以
下
同
）、
朝
河
貫
一
書
簡
編
集
委
員
会
編
『
朝
河
貫
一
書
簡
集
』

（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
九
〇
年
、
以
下
『
書
簡
集
』）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

研
究
と
し
て
は
、
阿
部
善
雄
氏
に
よ
る
評
伝
『
最
後
の
「
日
本
人
」

朝
河
貫
一

の
生
涯
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年

岩
波
現
代
文
庫
と
し
て
二
〇
〇
四
年
再

版
）
の
他
、
朝
河
の
出
身
で
あ
る
福
島
県
や
早
稲
田
大
学
の
関
係
者
を
中
心
と
し

た
朝
河
の
顕
彰
運
動
及
び
「
朝
河
貫
一
研
究
会
」
の
活
動
が
継
続
し
て
お
り
、
近

年
で
は
矢
吹
晋
氏
に
よ
る
『
入
来
文
書
』
な
ど
の
邦
訳
が
完
成
し
た

（
１
）

。

こ
う
し
た
朝
河
研
究
の
特
徴
は
、『
入
来
文
書
』『
荘
園
研
究
』
の
編
集
な
ど
を

除
い
て
、
専
門
の
日
本
史
家
以
外
の
と
こ
ろ
で
、
主
に
「
国
際
人
」
と
い
う
側
面

に
注
目
し
た
伝
記
的
研
究
が
盛
ん
な
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
戦
後
の
日
本
史
学
で

は
、
必
ず
し
も
積
極
的
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
だ

が
、
最
晩
年
の
網
野
善
彦
が
関
心
を
抱
い
て
い
た
よ
う
に
、
荘
園
制
と
職
、
封
建

イ
ェ
ー
ル
大
学
図
書
館
所
蔵
朝
河
貫
一
文
書

（
朝
河
ぺ
ー
パ
ー
ズ
）
の
基
礎
的
研
究

佐

藤

雄

基

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
十
三
号

二
〇
〇
九
年
三
月
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制
を
め
ぐ
る
朝
河
の
議
論
は
牧
健
二
・
清
水
三
男
に
影
響
を
与
え
て
お
り

（
２
）

、『
入

来
文
書
』
の
刊
行
さ
れ
た
一
九
二
九
年
中
に
は
牧
健
二
に
よ
っ
て
同
書
の
初
の
本

格
的
書
評
が
公
表
さ
れ
た
こ
と
に
み
ら
れ
る
よ
う
に

（
３
）

、
朝
河
の
比
較
封
建
制
論
は
、

日
本
の
近
代
歴
史
学
の
歩
み
と
切
り
離
さ
れ
た
場
に
お
い
て
構
築
さ
れ
た
も
の
で

は
な
い
。
朝
河
の
再
評
価
を
通
じ
て
、
封
建
制
論
を
め
ぐ
る
日
本
の
史
学
史
を
新

し
い
角
度
か
ら
振
り
返
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

（
４
）

。

朝
河
の
比
較
封
建
制
論
を
再
評
価
す
る
際
の
重
要
な
材
料
が
、
朝
河
の
勤
務
校

で
あ
る
イ
ェ
ー
ル
大
学
ス
タ
ー
リ
ン
グ
図
書
館
の
マ
ニ
ュ
ス
ク
リ
プ
ト
＆
ア
ー
カ

イ
ブ
ズ
部
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
朝
河
貫
一
の
旧
蔵
文
書
（A

sakaw
a

P
apers

以
下
「
朝
河
ぺ
ー
パ
ー
ズ
」）
で
あ
る
。「
朝
河
ぺ
ー
パ
ー
ズ
」
は
従
来
も
存
在
は

知
ら
れ
て
お
り

（
５
）

、
最
近
で
は
増
井
由
紀
美
氏
が
こ
れ
を
利
用
し
た
伝
記
的
研
究
を

進
め
て
い
る
が

（
６
）

、
資
料
群
の
全
体
像
を
紹
介
し
た
も
の
は
な
か
っ
た
。

す
で
に
マ
ニ
ュ
ス
ク
リ
プ
ト
＆
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
部
に
よ
っ
て
基
礎
的
な
整
理
は

行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
概
要
（
一
九
八
四
年
六
月
作
成
。
以
下
「
概
要
」）
は
同

図
書
館
Ｈ
Ｐ
の
Ｄ
Ｂ
上
に
お
い
て
公
開
さ
れ
て
い
る

（
７
）

。
だ
が
、「
概
要
」
に
記
載

さ
れ
た
情
報
で
は
内
容
を
推
測
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
資
料
調
査
が
容
易
で

は
な
い
海
外
資
料
で
あ
る
だ
け
に
、
内
容
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
目
録
・
資
料
紹
介

を
行
い
、
日
本
側
の
研
究
者
の
利
用
の
便
に
供
す
る
こ
と
に
も
意
味
が
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
二
〇
〇
八
年
三
月
・
九
月
に
行
っ
た
調
査
の

結
果
を
踏
ま
え
て
第
一
章
で
は
「
朝
河
ぺ
ー
パ
ー
ズ
」
の
概
要
・
資
料
紹
介
を
行

い
、
そ
の
上
で
第
二
章
で
は
こ
の
資
料
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
る
朝
河
研
究
の
新

た
な
方
向
性
に
つ
い
て
論
ず
る
。
ま
た
末
尾
に
新
た
に
作
成
し
た
「
朝
河
ぺ
ー

パ
ー
ズ
」
の
【
目
録
】
を
付
し
て
い
る
。

第
一
章

「
朝
河
ぺ
ー
パ
ー
ズ
」
の
研
究

第
一
節

「
朝
河
ぺ
ー
パ
ー
ズ
」
の
成
立
と
現
状

「
概
要
」
に
は
「
朝
河
ぺ
ー
パ
ー
ズ
」
の
来
歴
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
れ
ば
、
現
在
の
「
朝
河
ぺ
ー
パ
ー
ズ
」
は
、
一
九
四
八
年
の
朝
河
の
死
後
か

ら
一
九
五
五
年
ま
で
に
形
成
さ
れ
た
朝
河
旧
蔵
の
書
簡
・
草
稿
・
カ
ー
ド
類
を
中

心
と
す
る
シ
リ
ー
ズ
�
�
�
計
六
〇
ボ
ッ
ク
ス
を
本
体
と
し
て
、
一
九
八
四
年
に

M
ary

R
ouse

、
同
年
に
阿
部
善
雄
、
一
九
九
〇
年
にJerom

e
P
ollitt

の
寄
贈
、

二
〇
〇
〇
・
一
年
及
び
二
〇
〇
四
年
に
同
大
学
の
東
ア
ジ
ア
図
書
館
の
キ
ュ
レ
ー

タ
ー
（
館
長
）・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
移
転
を
受
け
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。

「
朝
河
ぺ
ー
パ
ー
ズ
」
は
、
ボ
ッ
ク
ス
（B

ox

）
と
フ
ォ
ル
ダ
（folder

縦

２
４
・
５
㎝
横
３
０
・
０
㎝
）
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
て
い
る
。
ノ
ー
ト
や
書
籍
の

形
状
の
も
の
は
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
て
、
草
稿
や
ル
ー
ズ
リ
ー
フ
な
ど
は
一
点
〜
数

点
ず
つ
フ
ォ
ル
ダ
に
挟
ま
る
か
た
ち
で
整
理
さ
れ
て
お
り
、
ボ
ッ
ク
ス
ご
と
に
数

冊
の
フ
ォ
ル
ダ
な
い
し
書
籍
・
ノ
ー
ト
が
収
め
ら
れ
て
い
る
（
以
下
、
ボ
ッ
ク

ス
・
フ
ォ
ル
ダ
番
号
を
ボ
ッ
ク
ス
…
、
フ
ォ
ル
ダ
…
と
表
記
）。
各
ボ
ッ
ク
ス
の

側
面
や
各
フ
ォ
ル
ダ
の
前
面
右
上
隅
に
は
、
収
録
資
料
に
関
す
る
見
出
し
（
フ
ォ

ル
ダ
名
）
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
極
め
て
簡
単
な
も
の
で
あ
る
。「
概
要
」
に
は

ボ
ッ
ク
ス
の
見
出
し
は
記
し
て
い
る
が
、
フ
ォ
ル
ダ
の
見
出
し
に
つ
い
て
は
数
フ

ォ
ル
ダ
を
ま
と
め
て
独
自
に
簡
単
な
見
出
し
を
記
す
に
と
ど
ま
る
。
ま
た
、
ボ
ッ

ク
ス
１
１
〜
３
６
で
は
、
一
回
り
小
さ
な
ボ
ッ
ク
ス
を
用
い
て
、
バ
ラ
の
カ
ー
ド

（
縦
１
０
・
０
㎝
横
１
５
・
１
㎝
）
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。

二
〇
〇
八
年
九
月
時
点
ま
で
の
資
料
の
公
開
状
況
と
し
て
は
、
六
〇
ボ
ッ
ク
ス
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の
う
ち
一
四
ボ
ッ
ク
ス
（
ボ
ッ
ク
ス
１
〜
１
０
、
５
１
、
５
２
、
５
６
、
５
７
）

が
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
（
１
０
リ
ー
ル
、
９
７
１
５
フ
レ
ー
ム
）・
公
開
さ
れ

て
お
り
（
請
求
番
号
Ｈ
Ｍ
２
０
１
）、
日
本
か
ら
で
も
コ
ピ
ー
の
注
文
は
可
能
で

あ
る

（
８
）

。
ま
た
、
マ
イ
ク
ロ
化
さ
れ
て
い
な
い
資
料
に
つ
い
て
は
、
マ
ニ
ュ
ス
ク
リ

プ
ト
＆
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
部
に
お
け
る
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。

「
朝
河
ぺ
ー
パ
ー
ズ
」
計
六
〇
ボ
ッ
ク
ス
は
、「
概
要
」
で
は
ボ
ッ
ク
ス
１
〜
４

が
シ
リ
ー
ズ
�
（
書
簡
）、
ボ
ッ
ク
ス
５
・
６
が
シ
リ
ー
ズ
�
（
日
記
）、
ボ
ッ
ク

ス
７
〜
６
０
が
シ
リ
ー
ズ
�
（
原
稿
・
ノ
ー
ト
・
雑
録
）
と
し
て
三
分
類
さ
れ
て

い
る
が
、
ボ
ッ
ク
ス
の
配
列
の
順
番
に
従
い
な
が
ら
、
内
容
を
見
て
い
く
と
、
一

五
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
で
き
る
。
以
下
、
一
五
グ
ル
ー
プ
を
順
に
み
て
い
く
（
本

稿
末
尾
の
【
目
録
】
も
参
照
）。

第
二
節

「
朝
河
ぺ
ー
パ
ー
ズ
」
の
内
容

（
一
）
書
簡

ボ
ッ
ク
ス
１
〜
４
（
フ
ォ
ル
ダ
１
〜
４
３
）
に
は
一
八
九
五
年
の
渡
米
以
後
の

受
信
書
簡
、
ボ
ッ
ク
ス
７
（
フ
ォ
ル
ダ
５
７
〜
６
６
）
に
は
主
に
発
信
書
簡
の
控

え
な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
英
文
と
と
も
に
日
本
語
文
も
多
く
含
ま
れ
る
が
、

一
九
二
〇
年
代
半
ば
か
ら
日
本
文
の
書
簡
が
少
な
く
な
る
。
ま
た
、
ボ
ッ
ク
ス

５
・
６
（
フ
ォ
ル
ダ
４
５
〜
５
６
）
の
「
日
記
」
に
は
発
信
書
簡
の
控
え
が
書
き

記
さ
れ
て
い
る
。

朝
河
貫
一
の
受
発
信
書
簡
は
主
に
イ
ェ
ー
ル
大
学
図
書
館
と
福
島
県
立
図
書
館

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
福
島
県
立
図
書
館
分
に
関
し
て
は
、
同
館
所
蔵
の
自
筆
メ

モ
や
論
文
抜
粋
、
主
と
し
て
生
前
に
発
行
さ
れ
た
資
料
な
ど
と
朝
河
貫
一
受
発
信

書
簡
と
に
関
す
る
『
朝
河
貫
一
書
簡
目
録
』
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
研
究
者
の
便

に
供
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
図
書
館
所
蔵
分
書
簡
に
つ
い
て
は
、

簡
単
な
目
録
で
さ
え
も
作
成
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

一
九
九
〇
年
に
早
稲
田
大
学
出
版
部
か
ら
『
朝
河
貫
一
書
簡
集
』
が
刊
行
さ
れ
、

朝
河
の
受
発
信
書
簡
が
翻
刻
・
邦
訳
さ
れ
て
い
る
が
、『
書
簡
集
』
編
纂
の
際
の

調
査
に
よ
れ
ば
、
当
時
確
認
さ
れ
た
朝
河
受
発
信
書
簡
の
残
存
点
数
は
二
二
六
六

点
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
同
書
に
は
三
二
七
＋
三
点
が
収
録
さ
れ
て
い
る
の
に
過
ぎ

な
い

（
９
）

。『
書
簡
集
』
編
集
委
員
会
の
方
針
と
し
て
は
「
朝
河
発
信
書
簡
の
内
日
本

文
の
も
の
は
一
定
の
方
針
に
よ
っ
て
取
捨
選
択
せ
ず
、
年
月
日
不
明
、
宛
先
不
明

の
も
の
な
ど
を
省
き
、
内
容
が
一
身
上
の
個
人
的
事
情
に
亘
る
も
の
も
努
め
て
網

羅
」
し
た
が
、
英
文
の
発
信
書
簡
に
つ
い
て
は
編
集
委
員
会
が
取
捨
選
択
を
行
っ

て
お
り
、
そ
の
基
準
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い

（
１０
）

。
受
信
書
簡
に
つ
い
て
は
、

Ａ
・
Ｖ
・
モ
リ
ス
夫
妻
、
Ｃ
・
シ
ー
モ
ア
、
Ｇ
・
Ｂ
・
サ
ン
ソ
ム
、
Ａ
・
Ｅ
・

モ
ー
ガ
ン
、
Ｌ
・
ウ
ォ
ー
ナ
ー
の
五
人
の
文
通
相
手
か
ら
の
受
信
書
簡
を
「
参
考

資
料
と
し
て
引
証
」
す
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。

ボ
ッ
ク
ス
１
〜
４
に
は
、
家
族
や
日
本
の
友
人
と
の
往
復
書
簡
の
他
に
、
朝
河

宛
の
マ
ル
ク
・
ブ
ロ
ッ
ク
書
簡
な
ど
、
朝
河
と
西
欧
の
歴
史
学
者
と
の
交
流
を
知

る
重
要
な
史
料
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、『
書
簡
集
』
に
は
収
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、

今
後
の
紹
介
が
望
ま
れ
る
。
朝
河
の
書
簡
に
は
自
己
の
研
究
の
他
に
、
教
育
、
文

学
・
言
語
、
戦
間
期
・
第
二
次
世
界
大
戦
期
の
日
系
人
（Japanese-A

m
eri-

cans

）
の
状
況
な
ど
に
関
す
る
言
及
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
研
究
の
前
提
条
件
と
し

て
、
全
て
の
翻
刻
・
邦
訳
は
難
し
い
と
し
て
も
、
受
発
信
者
、
日
付
、
内
容
な
ど

に
関
す
る
網
羅
的
な
目
録
を
作
成
・
公
開
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

（
二
）
日
記
・
日
記
目
録

ボ
ッ
ク
ス
５
・
６
（
フ
ォ
ル
ダ
４
５
〜
５
６
）
に
は
朝
河
貫
一
の
日
記
が
含
ま

れ
る
。
一
九
〇
〇
年
か
ら
一
九
四
八
年
ま
で
の
期
間
に
わ
た
る
主
に
英
文
の
日
記
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（
お
よ
そ
Ａ
５
サ
イ
ズ
の
大
学
ノ
ー
ト
）
で
あ
り
、
自
ら
の
書
簡
の
草
稿
・
写
、

受
信
書
簡
の
写
、
訪
問
場
所
・
人
名
な
ど
が
記
さ
れ
（
日
本
語
表
記
も
ま
ま
見
ら

れ
る
）、
新
聞
の
切
り
抜
き
や
写
真
な
ど
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
個
所
も
多
い
。
但

し
、
一
九
四
〇
年
七
・
八
月
の
入
院
の
記
録
を
除
い
て
一
九
二
五
年
一
〇
月
か
ら

一
九
四
五
年
一
一
月
ま
で
の
二
〇
年
間
の
日
記
は
存
在
し
な
い
。
そ
の
た
め
一
九

三
〇
年
代
の
朝
河
の
動
向
が
分
か
り
に
く
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
ボ
ッ
ク
ス
７
（
フ
ォ
ル
ダ
６
７
）
に
は

"appointm
ent

book"

と
い

う
フ
ォ
ル
ダ
名
の
付
さ
れ
た
「
日
記
目
録
」（
朝
河
自
身
の
付
し
た
内
題
）
と
い

う
ノ
ー
ト
が
存
在
す
る
。「
日
記
目
録
」
に
は
一
九
一
一
年
五
月
一
五
日
か
ら
二

五
年
十
月
一
一
日
ま
で
、
日
付
ご
と
に
面
会
し
た
人
物
の
名
前
が
記
録
さ
れ
て
い

る
（
但
し
網
羅
的
に
記
録
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
）。
日
記
と
参
照
し
な
が
ら
、

朝
河
の
交
友
関
係
を
探
る
上
で
の
基
礎
資
料
と
な
ろ
う
。
例
え
ば
、
一
九
一
七
年

〜
一
九
年
の
二
度
目
の
帰
国
の
時
期
を
中
心
と
す
る
日
本
の
歴
史
家
と
の
交
流
や
、

同
じ
会
津
出
身
で
あ
る
野
口
英
世
を
は
じ
め
と
す
る
在
米
の
日
本
人
と
の
交
流
が

特
徴
的
で
あ
る
。

（
三
）
出
版
物

ボ
ッ
ク
ス
７
（
フ
ォ
ル
ダ
６
８
・
６
９
）
に
は
朝
河
自
身
の
著
述
を
含
む
出
版

物
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
フ
ォ
ル
ダ
６
９
の"W

hy
and

H
ow

Japanese
H
is-

tory
M

ay
B
e
Studied

W
ith

P
rofit

in
A
m
erica"

（
何
故
、
そ
し
て
如
何
に

し
て
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
利
を
得
て
日
本
の
歴
史
を
学
ぶ
の
か
）
は
一
九
〇
八
年

に"W
ashington

H
istorical

Q
uarterly"

の
二
号
に
収
録
さ
れ
た
論
考
で
あ
る

が
、
未
紹
介
の
著
述
で
あ
る
。
こ
の
他
の
出
版
物
に
つ
い
て
は
【
目
録
】
参
照
。

（
四
）
ノ
ー
ト
・
原
稿
草
稿

ボ
ッ
ク
ス
７
〜
１
０
（
フ
ォ
ル
ダ
７
１
〜
１
０
９
）
に
は
朝
河
の
ノ
ー
ト
・
原

稿
草
稿
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、
代
表
的
な
も
の
を
紹
介
す
る
（
詳
細
は

【
目
録
】
参
照
）。

既
発
表
論
文
の
草
稿
と
し
て
は
、
フ
ォ
ル
ダ
７
１
〜
３
に
、『
ア
ナ
ー
ル
』
な

ど
に
お
い
て
朝
河
が
発
表
し
た
書
評
の
草
稿
、
フ
ォ
ル
ダ
９
８
に
一
九
一
六
年
の

"T
he

L
ife

of
A

M
onastic

sho
in

M
edieval

Japan"

（
中
世
日
本
に
お
け
る

寺
領
荘
園
の
生
活
）、
フ
ォ
ル
ダ
９
９
に
一
九
一
四
年
の"T

he
O
rigin

ofF
eudal

L
and

T
enure

in
Japan"

（
日
本
に
お
け
る
封
建
的
土
地
保
有
の
起
源
）
な
ど

が
見
え
る
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
未
発
表
の
草
稿
で
あ
る
。
特
に
ボ
ッ
ク
ス
１
０

に
収
め
ら
れ
て
い
る"N

ature
of

F
eudalSociety"

（
封
建
社
会
の
性
質
）
と
い

う
フ
ォ
ル
ダ
名
を
付
さ
れ
た
一
四
種
類
の
草
稿
群
は
興
味
深
い
。
こ
の
内
、
一
九

三
二
年
九
月
の
日
付
の
フ
ォ
ル
ダ
１
０
６
の
草
稿
が
『
荘
園
研
究
』
に
収
録
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
が
選
択
さ
れ
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
作
成
時
期
の
明
記
さ
れ

た
草
稿
と
し
て
は
、
他
に
フ
ォ
ル
ダ
１
０
７
に"O

ct
10,1936"

、
フ
ォ
ル
ダ

１
０
４
に"N

ov
10,1936

作
成Jen

27,1937

改
稿"

と
記
さ
れ
た
草
稿
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
草
稿
の
作
成
年
代
は
一
九
三
六
・
七
年
に
下
り
、
内
容
的
に
も
従
来
紹

介
さ
れ
て
い
た
一
九
三
二
年
の
草
稿
よ
り
も
詳
細
で
分
量
も
多
い
。
今
後
の
研
究

が
不
可
欠
で
あ
る
。

フ
ォ
ル
ダ
８
０
に
は
一
九
三
五
年
一
二
月
六
日
付
で
ジ
ョ
ー
ジ
・
サ
ン
ソ
ム

（Sir
G
eorge

B
.Sansom

）
に
送
ら
れ
た"A

llotm
ent

of
rice-land"

（
班
田
収

授
）
と
題
さ
れ
た
朝
河
の
レ
ポ
ー
ト
（
タ
イ
プ
打
ち
一
六
枚
）
が
見
え
る
。
末
尾

に
は
班
田
収
授
に
つ
い
て
朝
河
に
問
い
合
わ
せ
る
同
年
一
一
月
二
六
日
付
の
サ
ン

ソ
ム
書
簡
が
付
さ
れ
て
い
る

（
１１
）

。
朝
河
の
レ
ポ
ー
ト
は
こ
れ
に
答
え
た
も
の
で
あ
ろ

う
。フ

ォ
ル
ダ
９
１
の"T

he
Japanese

in
Siam

in
the

early
17th

century"
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（
一
七
世
紀
初
頭
の
シ
ャ
ム
に
お
け
る
日
本
人
）
は
、
山
田
長
政
を
紹
介
す
る
文

章
で
あ
る
。

フ
ォ
ル
ダ
９
２
に
は
朝
河
が
ダ
ー
ト
マ
ス
大
学
に
一
八
九
九
年
二
月
に
提
出
し

た"A
P
relim

inary
Study

of
Japanese

F
eudalism

"

（
日
本
封
建
制
の
予
備

的
研
究
）
と
題
さ
れ
た
卒
業
論
文
が
み
え
る
。
大
化
改
新
か
ら
明
治
維
新
ま
で
の

日
本
封
建
制
史
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
日
本
の
近
代
化
の
歴
史
的
前
提
と
し
て
日

本
史
上
の
「
封
建
制
」
の
存
在
に
注
目
す
る
と
い
う
朝
河
の
学
問
的
関
心
が
、
留

学
直
後
か
ら
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
て
興
味
深
い
。

（
五
）
ゲ
ス
ト
ブ
ッ
ク

ボ
ッ
ク
ス
１
０
（
フ
ォ
ル
ダ
１
１
０
）
に
は
ゲ
ス
ト
ブ
ッ
ク
二
冊
が
収
め
ら
れ

て
い
る
。
一
九
〇
八
年
九
月
〜
一
九
一
一
年
六
月
十
四
日
と
一
九
三
〇
年
七
月
、

一
九
三
二
年
十
月
、
一
九
三
五
年
八
月
の
も
の
で
あ
る
。

（
六
）
ボ
ッ
ク
ス
に
整
理
さ
れ
た
カ
ー
ド

第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
ボ
ッ
ク
ス
１
０
か
ら
ボ
ッ
ク
ス
３
６
ま
で
は
、
木

製
の
小
ボ
ッ
ク
ス
に
詰
め
ら
れ
た
カ
ー
ド
か
ら
成
る

（
１２
）

。
ボ
ッ
ク
ス
中
の
カ
ー
ド
群

ご
と
に
右
上
に
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
が
付
さ
れ
、
カ
ー
ド
ご
と
に
右
上
隅
に
テ
ー
マ
名
、

年
号
な
ど
が
記
さ
れ
る
な
ど
、
几
帳
面
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
膨
大
な
量
に
及
ぶ

た
め
に
個
別
の
調
査
は
ま
だ
充
分
に
及
ん
で
い
な
い
が
、
ボ
ッ
ク
ス
の
内
容
は
大

ま
か
に
は
西
欧
史
関
係
（
ボ
ッ
ク
ス
１
０
〜
１
３
）、
フ
ラ
ン
ス
史
関
係
（
ボ
ッ

ク
ス
１
４
〜
２
４
）、
日
本
史
関
係
（
ボ
ッ
ク
ス
２
５
〜
３
６
）
に
分
か
れ
て
い

る
（
末
尾
の
【
目
録
】
参
照
）。

一
例
と
し
て
、
日
本
史
関
係
で
は
目
録
上"Shim

azu"

と
題
さ
れ
た
ボ
ッ
ク
ス

３
１
〜
３
４
を
み
る
と
、「
島
津
」
関
係
の
カ
ー
ド
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
ボ
ッ

ク
ス
３
１
の
カ
ー
ド
群
ご
と
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
を
み
る
と
、
冒
頭
の
イ
ン
デ
ッ
ク

ス
が
欠
け
て
い
る
も
の
の
（
内
容
的
に
は
南
九
州
の
地
理
関
係
）、「
大
化

及

庄
紀
源
」「
島
津
庄

起
」「1026

―1185

庄
ノ
成
長
」「
忠
文

1188

」
と
あ
り
、

以
下
ボ
ッ
ク
ス
３
４
の
「1869

」
ま
で
編
年
で
カ
ー
ド
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。
内

容
的
に
は
、
一
年
ご
と
の
事
件
・
史
料
の
メ
モ
で
あ
り
、
島
津
荘
・
島
津
氏
中
心

で
あ
る
『
入
来
文
書
』
の
草
稿
ら
し
き
タ
イ
プ
打
ち
原
稿
な
ど
も
切
り
貼
り
さ
れ

て
い
る
。
ボ
ッ
ク
ス
３
１
〜
３
４
所
収
カ
ー
ド
の
構
成
は
、
南
九
州
の
地
政
学
的

位
置
に
始
ま
っ
て
大
化
の
改
新
、
荘
園
の
形
成
、
そ
し
て
島
津
荘
・
島
津
氏
の
発

展
か
ら
一
八
六
九
年
の
版
籍
奉
還
に
至
る
ま
で
の
南
九
州
の
歴
史
に
関
す
る
も
の

で
あ
り
、
第
二
章
で
後
述
す
る
よ
う
に
『
入
来
文
書
』
や
朝
河
の
未
完
の
著
『
南

九
州
の
封
建
体
制
』
の
構
想
に
密
接
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
。

（
七
）"Jap

an
C
hro
nicle"

（
日
本
年
代
記
）

ボ
ッ
ク
ス
３
８
〜
４
５
（
フ
ォ
ル
ダ
１
１
８
〜
１
８
７
）
に
は
、"Japan

C
hronicle"

（
日
本
年
代
記
）
と
い
う
フ
ォ
ル
ダ
名
の
付
さ
れ
た
ル
ー
ズ
リ
ー
フ

群
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。「
朝
河
ぺ
ー
パ
ー
ズ
」
に
み
え
る
ル
ー
ズ
リ
ー
フ
は
ほ

ぼ
同
じ
も
の
で
あ
る
が
、
縦
２
１
・
５
㎝
横
１
４
・
０
㎝
の
薄
手
の
紙
で
、
フ
ォ

ル
ダ
に
束
で
挟
ま
れ
て
い
る
。
一
一
七
二
年
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
『
島
津
国

史
』
な
ど
か
ら
そ
の
年
に
何
が
起
こ
っ
た
の
か
を
抜
き
書
き
し
た
年
譜
を
軸
に
し

て
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
封
建
制
な
ど
特
定
テ
ー
マ
に
関
す
る
メ
モ
を
は
さ
む
形
か

ら
成
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
二
章
に
お
い
て
後
述
し
た
い
。

（
八
）
学
生
時
代
の
ノ
ー
ト
、
読
書
ノ
ー
ト
、
メ
モ
類

フ
ォ
ル
ダ
で
整
理
さ
れ
た
ル
ー
ズ
リ
ー
フ
や
ノ
ー
ト
で
あ
る
。
ボ
ッ
ク
ス
４
６

に
は
、
東
京
専
門
学
校
・
ダ
ー
ト
マ
ス
大
学
の
学
生
時
代
の
講
義
ノ
ー
ト
や
読
書
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ノ
ー
ト
が
含
ま
れ
て
い
る
。『
古
代
法
』
な
ど
ヘ
ン
リ
ー
・
メ
イ
ン
の
著
作
に
関

す
る
一
八
九
七
〜
九
八
年
の
読
書
ノ
ー
ト
（
フ
ォ
ル
ダ
１
８
８
）
な
ど
は
、
朝
河

の
法
制
史
理
解
の
土
台
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
。

ボ
ッ
ク
ス
４
７
に
は
フ
ォ
ル
ダ
２
０
２
に
英
国
史
に
関
す
る
ル
ー
ズ
リ
ー
フ
の

束
、
フ
ォ
ル
ダ
２
０
５
に
封
建
制
に
関
す
る
ノ
ー
ト
、
フ
ォ
ル
ダ
２
０
６
に
ゲ
ヴ

ェ
ー
レ
（G

ew
ere

）
な
ど
に
関
す
る
メ
モ
を
含
む
ド
イ
ツ
史
関
係
の
ル
ー
ズ

リ
ー
フ
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
フ
ォ
ル
ダ
２
０
８
〜
２
１
１
に
は
ギ
リ
シ
ア
史
に

関
す
る
ノ
ー
ト
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ボ
ッ
ク
ス
４
８
の
フ
ォ
ル
ダ
２
１
６
に
は

一
九
四
〇
年
の
年
記
の
付
さ
れ
た
マ
ル
ク
・
ブ
ロ
ッ
ク
の
『
封
建
社
会
』
の
読
書

ノ
ー
ト
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。『
封
建
社
会
』
刊
行
が
一
九
三
九
年
な
の
で
、
朝

河
は
刊
行
直
後
に
こ
れ
を
熟
読
し
た
こ
と
に
な
る
。
ボ
ッ
ク
ス
５
０
に
は
中
世
西

欧
史
に
関
す
る
メ
モ
（
フ
ォ
ル
ダ
２
３
１
）
な
ど
が
見
え
る
。
ボ
ッ
ク
ス
５
８
の

フ
ォ
ル
ダ
２
９
４
に
は
西
洋
史
に
関
す
る
事
項
を
編
年
に
記
し
た
黒
い
表
紙
の

ノ
ー
ト
が
一
冊
挟
ま
っ
て
い
る
。
フ
ォ
ル
ダ
２
３
７
に
み
え
る
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
の

王
の
立
法
に
関
す
る
論
文
は
朝
河
の
西
洋
史
論
文
の
可
能
性
が
あ
り
、
今
後
の
検

討
を
要
す
る
。

（
九
）『
入
来
文
書
』
資
料
・
写
真

ボ
ッ
ク
ス
４
８
（
フ
ォ
ル
ダ
２
１
２
〜
５
）
は
『
入
来
文
書
』
執
筆
の
際
の
材

料
（
但
し
一
部
分
に
過
ぎ
な
い
）
や
「
入
来
院
寺
尾
武
光
系
譜
」
写
（
フ
ォ
ル
ダ

２
１
５
）
等
を
含
む
。
ボ
ッ
ク
ス
５
２
に
は
朝
河
自
身
（
フ
ォ
ル
ダ
２
３
９
）
や

両
親
、
風
景
（
フ
ォ
ル
ダ
２
４
０
）
な
ど
の
写
真
が
見
ら
れ
る
。

ボ
ッ
ク
ス
５
８
の
フ
ォ
ル
ダ
２
９
３
に
は
『
入
来
文
書
』
に
利
用
し
た
日
本
全

図
・
南
九
州
の
図
含
む
一
六
点
の
地
図
、
フ
ォ
ル
ダ
２
９
５
に
は
数
十
枚
の
日
本

各
地
の
お
土
産
用
の
写
真
付
き
葉
書
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
一
〇
）
書
籍

ボ
ッ
ク
ス
５
３
〜
４
は
論
文
の
抜
き
刷
り
や
書
籍
な
ど
か
ら
な
る
。
フ
ォ
ル
ダ

２
４
２
・
２
４
３
の
「
色
葉
字
類
抄
」
上
（
大
正
十
五
年
）
は
、
一
九
二
六
年
頃
、

前
田
利
為
か
ら
イ
ェ
ー
ル
大
学
図
書
館
に
寄
贈
の
あ
っ
た
本
の
一
冊
と
推
測
さ
れ

る
（
１３
）

。
フ
ォ
ル
ダ
２
４
４
に
は
Ｆ
・
Ａ
・
ハ
イ
エ
ク
「
真
の
個
人
主
義
、
偽
り
の
個

人
主
義
」（
一
九
四
六
年
）
や
中
田
薫
「
日
本
庄
園
の
系
統
」「
王
朝
時
代
の
庄
園

に
関
す
る
研
究
」
の
抜
き
刷
り
も
合
冊
さ
れ
て
お
り
、
特
に
前
者
は
多
数
の
書
き

込
み
が
見
ら
れ
、
ハ
イ
エ
ク
に
対
す
る
関
心
の
強
さ
が
推
測
さ
れ
る
。
フ
ォ
ル
ダ

２
４
５
に
は
『
史
苑
』
十
二
巻
五
号
（
一
九
三
九
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
朝
河
の
論

文「
島
津
忠
久
の
生
い
立
ち
」な
ど
六
点
の
論
文
の
抜
き
刷
り

（
１４
）

、
フ
ォ
ル
ダ
２
４
６

に
は
東
京
実
業
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
日
本
の
禍
機
』、
フ
ォ
ル
ダ
２
４
７
に
は

蚊
田
蒼
生
校
訂
『
古
今
和
歌
集
』
上
下
、『
新
古
今
和
歌
集
』
上
下
（
東
京
書
肆

白
楽
圃
板
）
四
冊
の
和
綴
本
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
一
一
）
朝
河
が
指
導
し
た
学
生
の
レ
ポ
ー
ト
・
論
文

朝
河
の
講
義
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ボ
ッ
ク
ス
５
５
・
５
６
に
朝
河
が
指

導
し
た
学
生
の
レ
ポ
ー
ト
類
・
論
文
（
ほ
と
ん
ど
が
英
文
タ
イ
プ
で
、
論
文
に
は

稀
に
朝
河
の
書
き
込
み
が
あ
る
）
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

フ
ォ
ル
ダ
２
５
１
の
一
九
二
六
年
頃
のM

argaret
Y
errinton

の
答
案
に
は
タ
イ

プ
で"A

llot
and

F
ief"

、"Sanction
"

、"N
obility

"

、"F
eudalism

in

F
rance"

、"F
eudalism

in
G
erm

any"

、"F
eudalism

in
F
rance

and
G
er-

m
any"

と
小
問
毎
の
題
が
み
え
、
ロ
ー
マ
の"P

ossessio"

と
ゲ
ル
マ
ン
の"G

ew
-

ere"

の
違
い
を
問
う
問
題
も
見
ら
れ
る
。
朝
河
は
一
九
二
三
年
以
降
「
中
世
欧
州

法
制
史
」
講
座
を
担
当
し
て
お
り
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
以
降
に
集
中
す
る
学
生

の
レ
ポ
ー
ト
・
論
文
の
テ
ー
マ
の
ほ
と
ん
ど
が
西
洋
法
制
史
関
係
で
あ
る
（
フ
ォ
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ル
ダ
２
７
０
な
ど
一
〇
年
代
の
日
本
関
係
の
論
文
も
あ
る
が
）。
こ
れ
ら
は
朝
河

の
周
辺
に
い
た
ア
メ
リ
カ
人
学
生
の
顔
触
れ
や
そ
の
関
心
、
あ
る
い
は
朝
河
の
教

育
・
講
義
の
在
り
方
を
探
る
上
で
の
材
料
と
な
ろ
う
。

（
一
二
）
翻
訳
草
稿

ボ
ッ
ク
ス
５
７
（
フ
ォ
ル
ダ
２
７
５
〜
２
８
７
）
に
は
朝
河
の
未
公
表
の
翻
訳

草
稿
（
英
文
タ
イ
プ
）
が
み
え
る
（【
目
録
】）。『
日
本
書
紀
』
を
は
じ
め
と
す
る

日
本
古
代
史
料
か
ら
宗
教
史
関
係
史
料
を
抜
粋
し
て
英
訳
を
試
み
、
中
世
日
本
の

宗
教
社
会
史
上
の
史
料
と
し
て
『
住
吉
物
語
』
な
ど
を
英
訳
し
て
い
る
。
ま
た
、

十
七
条
憲
法
、
八
〜
一
一
世
紀
の
日
本
荘
園
史
料
（
タ
イ
プ
打
六
五
枚
・
七
七

枚
）
を
翻
訳
し
、
後
者
は
遺
稿
集
『
荘
園
研
究
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

広
く
日
本
文
化
に
関
連
し
て
、
楠
木
正
成
の
話
、
勝
海
舟
と
西
郷
隆
盛
と
の
江
戸

開
城
の
挿
話
、
狂
言
の
「
附
子
」、
明
治
天
皇
の
五
カ
条
の
御
誓
文
、
中
世
の
禅

僧
の
法
語
の
翻
訳
も
あ
る
。

こ
の
う
ち
宗
教
社
会
史
関
係
の
翻
訳
は
、
一
九
一
五
年
一
一
月
付
五
十
嵐
力
宛

書
簡

（
１５
）

に
お
い
て
朝
河
自
身
が
「（
二
）
さ
れ
ど
も
之
が
副
産
物
と
し
て
存
外
ニ
多

量
を
得
候
は
、
日
本
の
宗
教
と
社
会
事
情
及
要
求
と
の
相
関
係
せ
る
点
ニ
関
す
る

発
見
ニ
候
。
尤
之
ニ
つ
き
て
ハ
数
年
来
当
大
学
院
に
て
セ
ミ
ナ
ー
相
開
居
り
、
今

年
ハ
五
六
名
の
社
会
学
及
史
学
の
学
生
と
共
ニ
研
究
中
ニ
候
。（
中
略
）
且
つ
ハ

学
生
の
為
に
も
原
料
を
毎
年
少
し
づ
ゝ
英
訳
し
て
提
供
し
、
分
析
討
議
の
用
ニ
供

し
候
。
昨
学
年
ハ
浄
土
対
武
士
、
禅
対
武
術
等
の
材
料
を
少
し
訳
し
、
今
年
ハ
或

ハ
浄
土
の
社
会
的
影
響
を
一
層
訳
出
す
る
や
も
知
れ
ず
。
か
く
毎
年
相
加
ふ
べ
く

候
。（
以
下
略
）」
と
言
及
す
る
「
原
料
」「
材
料
」
に
対
応
し
て
お
り
、
教
材
と

し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
イ
ェ
ー
ル
大
学
に
お
い
て
朝
河
は
一

九
〇
七
年
か
ら
一
九
二
一
年
ま
で
「
日
本
文
化
史
」
の
講
座
を
も
っ
て
い
た
。
こ

れ
ら
の
宗
教
社
会
史
関
係
の
翻
訳
草
稿
群
は
一
九
一
〇
年
代
に
形
成
さ
れ
た
と
考

え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
な
お
一
九
一
〇
年
代
に
日
本
で
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
「
岡
田
式

正
坐
法
」
に
関
す
る
翻
訳
草
稿
（
フ
ォ
ル
ダ
２
８
７
）
な
ど
、
他
の
翻
訳
草
稿
に

つ
い
て
も
同
じ
年
代
に
成
立
し
た
と
推
測
で
き
る
も
の
が
あ
る
。

（
一
三
）「
Ｙ
Ａ
Ｊ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
目
録

イ
ェ
ー
ル
大
学
バ
イ
ネ
ッ
ケ
貴
重
書
図
書
館
に
は
朝
河
が
関
わ
っ
た
二
つ
の
日

本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
所
謂
「
日
本
文
書
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
九
〇
六
、
七
年
に
イ
ェ
ー
ル
大
学
・
ア
メ
リ
カ
議
会
図

書
館
の
双
方
か
ら
依
頼
を
受
け
て
朝
河
が
日
本
に
一
時
帰
国
し
、
収
集
し
た
日
本

語
図
書
の
う
ち
イ
ェ
ー
ル
大
学
所
蔵
分
か
ら
な
る

（
１６
）

。

も
う
一
つ
、
朝
河
収
集
の
日
本
資
料
と
し
て
日
本
イ
ェ
ー
ル
協
会
寄
贈
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
（G

ifts
of

the
Y
ale

A
ssociation

of
Japan

略
し
て
「
Ｙ
Ａ
Ｊ
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
」）
が
同
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
イ
ェ
ー
ル
大
学
の
日

本
人
卒
業
生
が
日
本
で
結
成
し
た
同
窓
会
組
織
「
日
本
イ
ェ
ー
ル
協
会
」
の
出
資

に
よ
っ
て
、
一
九
三
四
年
に
形
成
・
寄
贈
さ
れ
た
日
本
文
化
財
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

で
あ
り
、
中
世
文
書
も
含
ま
れ
る

（
１７
）

。
朝
河
は
そ
の
一
点
一
点
に
関
し
て"G

ifts
of

the
Y
ale

A
ssociation

of
Japan"

と
題
す
る
詳
細
な
英
文
目
録
を
作
成
し
て
い

る
（
現
在
バ
イ
ネ
ッ
ケ
同
図
書
館
の
参
考
資
料
コ
ー
ナ
ー
に
架
蔵
）。
そ
の
目
録

の
草
稿
が
ボ
ッ
ク
ス
５
８
フ
ォ
ル
ダ
２
８
９
〜
２
９
２
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
同

ボ
ッ
ク
ス
の
フ
ォ
ル
ダ
２
８
８
に
は
「
Ｙ
Ａ
Ｊ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
寄
贈
に
関
す
る

一
九
三
四
年
四
月
三
日
付
の
日
本
イ
ェ
ー
ル
協
会
会
長
の
大
久
保
利
武
書
簡
や

「
浅
川
貫
一
様
」
宛
同
年
六
月
六
日
付
久
門
高
利
書
簡
な
ど
計
一
二
点
の
関
連
書

簡
及
び
書
類
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
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（
一
四
）
巻
物
・
冊
子
類

ボ
ッ
ク
ス
５
９
は
「
概
要
」
で
は"Scrolls"

と
い
う
ボ
ッ
ク
ス
名
が
記
さ
れ

て
い
る
が
、
巻
物
二
点
と
冊
子
類
三
点
、
フ
ォ
ル
ダ
一
点
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
内
、「
大
井
文
書
写
」
は
、
戦
国
大
名
武
田
氏
家
臣
の
大
井
家
の
文
書
で

あ
り
、
第
一
紙
（
縦
２
９
・
８
㎝
横
４
６
・
０
㎝
）
以
下
一
五
紙
貼
り
継
ぎ
の
巻

物
仕
立
て
と
な
り
、
一
三
点
の
文
書
と
一
点
の
墨
跡
か
ら
成
る
が
、「
原
蔵
者
朝

河
貫
一
、
一
九
一
八
年
に
複
本
作
成
」
と
い
う
来
歴
を
有
す
る
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
架
蔵
の
影
写
本
「
大
井
文
書
」（
請
求
番
号
３
０
７
１
・
３
６
―

１
０
１
）
と

同
一
の
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
一
九
一
七
〜
九
年
の
二
度
目
の
帰
国
の
際
に
、

朝
河
が
「
大
井
文
書
写
」
を
収
集
し
、
そ
れ
を
史
料
編
纂
所
に
提
出
し
て
、
現
在

の
影
写
本
「
大
井
文
書
」
を
作
成
さ
せ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
表
紙
に"Y

ale

U
niversity

L
ibrary

1920"

と
い
う
シ
ー
ル
（
縦
１
１
・
０
㎝
横
７
・
６
㎝
）

が
貼
ら
れ
て
お
り
、
朝
河
の
帰
国
後
一
九
二
〇
年
に
イ
ェ
ー
ル
大
学
図
書
館
に
寄

贈
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
後
、
朝
河
の
手
元
に
置
か
れ
た
ま
ま
、
朝
河
の

死
後
、
朝
河
文
書
の
中
に
伝
来
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

明
治
七
年
以
来
務
め
て
い
た
小
学
校
長
を
退
職
す
る
朝
河
正
澄
に
対
す
る
「
岩

代
国
伊
達
郡
立
小
山
村
」
村
民
の
感
謝
状
が
含
ま
れ
る
（
第
一
紙
縦
２
１
・
０
㎝

横
１
９
・
５
㎝
、
巻
物
仕
立
て
で
以
下
全
紙
貼
り
継
ぎ
）。「
明
治
三
十
六
年
九
月

下
浣
」
の
日
付
を
も
つ
。
正
澄
の
死
後
、
朝
河
の
手
に
渡
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
農
家
年
中
行
事
繪
巻

狩
野
玉
燕
筆
」
と
題
す
る
絵
巻
物
が
あ
る
（
縦

２
９
・
６
㎝
横
１
１
４
・
５
㎝
（
第
一
紙
）、
全
七
紙
）。
巻
末
に
「
享
保
癸
卯
八

月
日

狩
野
玉
燕
筆
」（
癸
卯＝

享
保
八
年
）
と
あ
り
、
玉
燕
の
印
が
押
さ
れ
て

い
る
。
横
浜
市
歴
史
博
物
館
所
蔵
の
「
四
季
農
耕
図
絵
巻
」（
狩
野
玉
燕
作
。
文

化
一
一
年
青
亀
斎
書
写
）
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。

こ
の
他
に
は
冊
子
類
と
し
て

い
ろ
は
尊
経
閣
「
寳
積
渠
」「
寳
積
経
要
品

解
説
」、「
国
華
」一
六
編
一
八
四
号
が
含
ま
れ
る
。
フ
ォ
ル
ダ
に
は
鉛
筆
で"m

aps

&
diagram

s"

と
題
さ
れ
、
内
裏
図
や
王
朝
文
化
に
関
す
る
図
説
の
切
り
抜
き
な

ど
一
九
点
と
メ
モ
一
点
が
残
さ
れ
て
い
る
。

（
一
五
）
イ
ェ
ー
ル
大
学
日
本
人
卒
業
生
同
窓
会
名
簿

ボ
ッ
ク
ス
６
０
に
は
一
八
七
〇
年
か
ら
主
に
一
九
二
二
年
ま
で
の
イ
ェ
ー
ル
大

学
の
日
本
人
会
の
名
簿
が
含
ま
れ
て
い
る

（
１８
）

。
冒
頭
に
墨
書
で
「
エ
ー
ル
日
本
人

会
」「
エ
ー
ル
大
学
日
本
学
生
名
簿
」
と
題
さ
れ
、
留
学
生
一
人
一
人
に
つ
い
て

初
期
に
は
「
姓
名
」「
生
国
又
ハ
住
処
」「
エ
ー
ル
在
校
年
限
」「
左
ノ
年
限
ノ
内

二
学
ビ
シ
分
科
」、
後
に
は
「
姓
名
」「
生
地
又
ハ
住
処

生
年
月
日
」「
日
本
ニ

テ
最
後
ニ
在
リ
シ
学
校

其
ノ
年
限
」「
米
国
ニ
来
リ
シ
年
月
」「
コ
レ
マ
デ
学
ビ

シ
米
国
ノ
学
校

其
ノ
年
限
」「
エ
ー
ル
ニ
来
リ
シ
年

エ
ー
ル
ニ
テ
学
ベ
ル
学

科
」「
現
在
ノ
寓
処
」
と
い
う
項
目
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
項
目
の
充
実
は
、
日

本
の
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
留
学
す
る
者
が
増
加
し
た
こ
と
に
対
応
す
る
の
だ
ろ

う
か
。
書
簡
・
日
記
と
合
わ
せ
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
の
在
米
日
本
人
留
学
生

の
研
究
に
お
け
る
こ
の
資
料
の
活
用
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

第
二
章

「
朝
河
ぺ
ー
パ
ー
ズ
」
を
用
い
た
朝
河
研
究
の
可
能
性

第
一
節

『
入
来
文
書
』
後
の
朝
河
貫
一
―
今
後
の
調
査
の
課
題

従
来
の
朝
河
研
究
は
、
日
露
戦
争
時
に
お
け
る
朝
河
の
個
人
外
交
的
活
躍
に
注

目
す
る
か
、
そ
の
後
学
究
生
活
に
入
っ
て
一
九
一
七
〜
九
年
の
日
本
留
学
か
ら
一

九
二
九
年
の
『
入
来
文
書
』
完
成
に
至
る
ま
で
の
過
程
を
描
く
か
、
ど
ち
ら
か
に

力
点
が
置
か
れ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
一
方
、『
入
来
文
書
』
完
成
後
、
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一
九
三
〇
・
四
〇
年
代
の
朝
河
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
「
日
記
」

も
残
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
実
は
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
そ
の
た

め
に
従
来
は
死
の
直
前
ま
で
封
建
制
研
究
に
一
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
と
漠
然
と

考
え
ら
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

だ
が
、「
朝
河
ぺ
ー
パ
ー
ズ
」
を
見
る
限
り
、
西
欧
の
歴
史
家
た
ち
と
の
交
流

は
、『
入
来
文
書
』
完
成
後
の
三
〇
年
代
に
活
発
に
な
り
、
書
簡
も
多
く
残
さ
れ

て
い
る
。
三
〇
年
代
に
作
成
さ
れ
た
草
稿
も
数
多
い
。
従
っ
て
「
朝
河
ぺ
ー
パ
ー

ズ
」
の
調
査
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
入
来
文
書
』
後
の
朝
河
に
つ
い
て
、

よ
り
具
体
的
な
議
論
の
進
展
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

今
後
重
点
的
に
調
査
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
課
題
と
し
て
、
次
の
三
点
を
提
示

し
た
い
。

第
一
は
、「
朝
河
ぺ
ー
パ
ー
ズ
」
に
含
ま
れ
る
草
稿
の
検
討
で
あ
る
。（
四
）
で

述
べ
た
よ
う
に
、
封
建
制
論
に
関
す
る
未
紹
介
草
稿
の
研
究
が
求
め
ら
れ
る
。
ま

た
、（
六
）（
八
）
の
西
洋
史
関
係
の
カ
ー
ド
・
草
稿
に
つ
い
て
も
調
査
・
検
討
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
。
従
来
看
過
さ
れ
が
ち
な
点
で
あ
る
が
、
朝
河
は
一
九
二
三

年
以
降
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
で
は
西
欧
法
制
史
の
講
座
を
担
当
し
て
い
た
。
学
問
的

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
ア
メ
リ
カ
で
受
け
た
朝
河
は
、
西
洋
史
家
の
堀
米
庸
三
に
よ
っ

て
「
完
全
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
世
専
門
家
の
言
葉
を
も
っ
て
思
考
し
叙
述
し
」
た

「
完
全
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
能
力
を
そ
な
え
た
日
本
人
、
い
や
同
時
に
日
本
人
で
も

あ
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
メ
デ
ィ
ー
ヴ
ァ
リ
ス
ト
」
で
あ
っ
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る

（
１９
）

。

従
っ
て
朝
河
の
日
本
封
建
制
研
究
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
朝
河
の
西
欧
封
建
制

論
を
知
る
こ
と
が
不
可
欠
に
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
西
欧
史
に
関
す
る
著
作
を
朝

河
は
ほ
と
ん
ど
残
し
て
い
な
い
。
朝
河
の
西
洋
封
建
制
理
解
を
知
る
手
が
か
り
が
、

「
朝
河
ぺ
ー
パ
ー
ズ
」
の
草
稿
や
ノ
ー
ト
の
中
に
あ
る
の
で
あ
る
。

第
二
は
、『
書
簡
集
』
未
収
録
分
の
膨
大
な
書
簡
の
調
査
で
あ
る
。
受
発
信
者
、

年
月
日
な
ど
基
礎
的
な
情
報
を
押
さ
え
た
目
録
の
作
成
が
急
務
で
あ
る
。
著
名
な

事
実
で
は
あ
っ
た
が
、
必
ず
し
も
具
体
的
に
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
朝
河
と
マ

ル
ク
・
ブ
ロ
ッ
ク
ら
西
欧
の
歴
史
学
者
と
の
交
流
に
つ
い
て
も
、
未
収
録
の
朝
河

宛
ブ
ロ
ッ
ク
書
簡
な
ど
を
用
い
た
再
検
討
が
期
待
さ
れ
る
。

第
三
は
、"Japan

C
hronicle"

（「
日
本
年
代
記
」）
を
中
心
と
す
る
カ
ー
ド
類

の
精
査
で
あ
る
。
従
来
の
朝
河
研
究
に
お
い
て
最
も
手
薄
で
あ
っ
た
『
入
来
文

書
』
以
後
、
一
九
三
〇
・
四
〇
年
代
の
朝
河
の
研
究
の
軌
跡
を
追
う
最
大
の
手
掛

か
り
で
あ
る
。

こ
の
内
、
第
三
の
点
に
つ
い
て
、
本
章
で
は
「
朝
河
ぺ
ー
パ
ー
ズ
」
を
用
い
て

次
の
二
点
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
一
つ
目
は
『
入
来
文
書
』
後
の
朝
河
の
比
較
封

建
制
論
が
如
何
な
る
展
開
を
見
せ
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
り
、

二
つ
目
は
何
故
朝
河
の
比
較
封
建
制
論
が
「
未
完
」
に
終
わ
っ
た
の
か
と
い
う
問

題
で
あ
る
。第

二
節

『
南
九
州
の
封
建
体
制
』
の
構
想
―
一
九
三
〇
年
代

『
入
来
文
書
』
後
の
朝
河
は
あ
る
著
作
の
準
備
に
忙
殺
さ
れ
て
い
た
。
意
外
に

知
ら
れ
て
い
な
い
事
実
で
あ
る
が
、『
入
来
文
書
』
の
中
で
再
三
、
朝
河
は
『
南

九
州
の
封
建
体
制
』
の
刊
行
を
予
告
し
て
い
た

（
２０
）

。
こ
れ
は
島
津
家
を
軸
に
し
て
南

九
州
に
お
け
る
封
建
体
制
の
自
立
的
な
展
開
を
叙
述
す
る
研
究
書
で
あ
り
、
史
料

集
と
し
て
の
『
入
来
文
書
』
と
ペ
ア
に
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
未
完
に
終
わ
っ

た
。だ

が
、「
朝
河
ぺ
ー
パ
ー
ズ
」
の
な
か
に
は
『
南
九
州
の
封
建
体
制
』
の
構
想

を
推
測
さ
せ
る
材
料
が
存
在
す
る
。
ま
ず
は
ボ
ッ
ク
ス
８
フ
ォ
ル
ダ
８
６
の

"F
eudal

R
egim

e
in

South
K
yushu"

（
南
九
州
の
封
建
体
制
）
と
題
さ
れ
た

タ
イ
プ
打
ち
の
原
稿
で
あ
る
。
序
・
目
次
・
本
文
含
め
て
四
五
枚
の
短
い
も
の
で
、
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「
目
次
」
か
ら
全
体
の
構
想
を
判
断
す
る
に
、
第
一
章
の
半
ば
（
鎌
倉
初
頭
）
で

中
断
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
「
目
次
」
の
構
成
は
、
一
見
し
て
『
入
来

文
書
』
の"Sum

m
ary

of
P
oints"

（
論
点
の
要
約
）
に
類
似
し
て
い
る
が
、
構

成
の
変
更
点
も
大
き
い
（
な
お
フ
ォ
ル
ダ
８
９
に
は
「
論
点
の
要
約
」
の
日
本
語

版
草
稿
が
収
め
ら
れ
て
い
る
）。『
南
九
州
の
封
建
体
制
』
の
構
想
を
考
え
る
上
で
、

「
目
次
」
は
検
討
素
材
と
な
る
。

さ
ら
に
ボ
ッ
ク
ス
３
８
〜
４
５
に
収
め
ら
れ
て
い
る"Japan

C
hronicle"

（「
日
本
年
代
記
」）
と
い
う
ル
ー
ズ
リ
ー
フ
群
の
存
在
が
興
味
深
い
。「
日
本
年
代

記
」
は
一
一
七
九
年
か
ら
一
八
七
七
年
（
西
南
戦
争
）
ま
で
続
く
「
島
津
家
年

譜
」
と
い
う
べ
き
島
津
家
関
連
年
表
と
、
幕
末
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
続
く
「
年

表
」
と
の
二
種
類
の
編
年
譜
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
紙
数
の
都
合
か
ら
詳
細
は
別
の

機
会
に
行
う
が
、
フ
ォ
ル
ダ
１
１
８
は
薩
摩
国
の
比
志
島
家
と
そ
の
文
書
、
フ
ォ

ル
ダ
１
２
０
は
大
隅
国
の
�
寝
家
と
そ
の
文
書
に
関
す
る
メ
モ
で
あ
り
、
こ
れ
に

よ
っ
て
朝
河
が
『
入
来
文
書
』
の
入
来
氏
と
は
別
に
、
島
津
氏
と
比
志
島
氏
・
�

寝
氏
と
の
関
係
を
「
南
九
州
の
封
建
体
制
」
の
重
要
な
構
図
と
し
て
描
こ
う
と
し

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。「
島
津
家
年
譜
」
の
構
成
は
、
ボ
ッ
ク
ス
３
１

〜
３
４
の
（『
入
来
文
書
』
の
草
稿
の
切
り
貼
り
を
伴
う
）
カ
ー
ド
群
の
編
年
構

成
と
ほ
ぼ
同
じ
く
も
の
で
あ
り
、《
日
本
》（
畿
内
）
に
対
す
る
「
南
九
州
」
と
い

う
《
地
域
》
に
お
け
る
封
建
制
の
独
自
の
発
展
を
め
ぐ
る
朝
河
の
構
想
を
示
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
ノ
ー
ト
や
『
入
来
文
書
』
の
序
や
「
論
点
の
要
約
」
と
あ
わ
せ

る
こ
と
で
、
朝
河
の
未
完
の
著
『
南
九
州
の
封
建
体
制
』
の
構
想
に
つ
い
て
具
体

的
に
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る

（
２１
）

。

と
こ
ろ
が
、
朝
河
は
三
〇
年
代
前
半
に
は
『
南
九
州
の
封
建
体
制
』
執
筆
へ
の

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
つ
い
て
し
ば
し
ば
発
言
し
て
い
る
も
の
の

（
２２
）

、
そ
れ
以
降
は
「
南

九
州
」
へ
の
言
及
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
前
述
の
よ
う
に
、
ボ
ッ
ク
ス
１
０
に

は
封
建
社
会
の
性
質
に
関
す
る
一
四
種
類
の
草
稿
群
が
存
在
す
る
が
、
作
成
年
代

の
明
ら
か
な
下
限
は
一
九
三
七
年
正
月
で
あ
る
。
一
九
三
六
年
か
ら
三
七
年
に
か

け
て
、
朝
河
が
比
較
封
建
制
論
を
ま
と
め
に
か
か
っ
て
い
た
の
と
同
時
に
、
三
七

年
以
降
、
朝
河
の
比
較
封
建
制
研
究
が
中
途
し
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
な
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
、「
朝
河
ぺ
ー
パ
ー
ズ
」
に
み
え
る
『
南
九
州
の
封
建

体
制
』
関
係
の
草
稿
・「
島
津
家
年
譜
」
の
主
な
成
立
年
代
も
ま
た
一
九
三
〇
年

代
と
予
想
さ
れ
る
が
、
そ
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容
の
詳
細
な
分
析

と
合
わ
せ
て
、
な
お
今
後
の
検
討
課
題
に
し
た
い

（
２３
）

。

第
三
節

国
民
性
の
比
較
史
研
究
へ
の
道
―
三
〇
年
代
末
〜
一
九
四
八
年

そ
れ
で
は
朝
河
の
比
較
封
建
制
論
は
何
故
「
未
完
」
に
終
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

朝
河
の
封
建
制
論
に
内
在
す
る
「
未
完
」
の
理
由
に
つ
い
て
は
『
南
九
州
の
封
建

体
制
』
を
再
検
討
す
る
中
で
見
え
て
く
る
と
予
想
さ
れ
る
が
、
朝
河
の
置
か
れ
た

時
代
状
況
の
中
で
こ
の
問
題
を
考
え
る
手
掛
か
り
に
な
る
資
料
が
、
前
章
で
も
分

析
し
た
「
日
本
年
代
記
」
で
あ
る
。「
年
代
記
」
が
前
近
代
の
島
津
家
年
譜
（「
南

九
州
の
封
建
体
制
」）
と
近
代
史
「
年
表
」
と
で
二
重
構
造
に
な
っ
て
い
る
点
は

前
述
し
た
が
、
維
新
・
近
代
史
の
ほ
う
が
前
近
代
よ
り
も
分
量
は
圧
倒
的
に
多
い

（
フ
ォ
ル
ダ
数
で
は
約
六
対
一
）。
こ
の
資
料
を
閲
覧
し
た
宮
本
又
次
が
「
彼
の
研

究
の
重
点
が
開
国
後
の
近
代
史
に
お
か
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
」

（
２４
）

と
い
う

証
言
を
残
し
て
い
る
こ
と
も
頷
け
る
が
、
問
題
は
こ
の
近
代
史
「
年
表
」
が
い
つ

作
成
さ
れ
た
か
で
あ
ろ
う
。

フ
ォ
ル
ダ
１
２
７
に
一
八
四
六
年
の
「
年
表
」
が
現
れ
、
以
後
一
九
四
四
年
ま

で
「
年
表
」
は
毎
年
続
く
が
、
こ
の
「
年
表
」
を
軸
に
し
て
「
日
本
年
代
記
」
の

近
代
編
は
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
一
八
四
六
年
の
「
年
表
」
の
右
上
隅
に
は
「’46

表
一
」「
維
新
史
料
編
纂
会
〈
維
新
史
料
綱
要
一
〉1937

」
と
い
う
注
記
が
な
さ
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れ
て
い
る
。『
維
新
史
料
綱
要
』
と
は
一
九
三
七
〜
四
〇
年
に
日
本
で
出
版
さ
れ

た
年
表
（
弘
化
三
（
一
八
四
六
）
年
〜
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
）
で
あ
り
、

「
年
表
」
は
こ
こ
か
ら
の
抜
き
書
き
で
あ
る
。
な
お
『
維
新
史
料
綱
要
』
が
カ

バ
ー
し
な
く
な
っ
た
年
代
は
、
日
置
昌
一
著
『
国
史
大
年
表
』（
平
凡
社
、
一
九

三
五
・
六
年
）
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
一
九
三
五
年
の
年
表
の
素
材
は
記
さ
れ
て

い
な
い
が（
フ
ォ
ル
ダ
１
６
９
）、
一
九
三
六
年
以
降
四
四
年
ま
で
は"the

annual

registes"

（
一
七
五
八
年
以
降
、
毎
年
前
年
の
政
治
・
経
済
・
社
会
上
の
世
界
情

勢
を
回
顧
し
て
刊
行
さ
れ
る
年
鑑
）
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
以
上
、「
年
表
」
の

作
成
時
期
は
一
九
三
七
年
以
降
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
推
定
は
、
三
七
年

以
降
朝
河
の
比
較
封
建
制
研
究
が
中
途
す
る
と
い
う
前
節
の
推
定
と
も
符
合
す
る
。

一
九
三
七
年
以
降
の
「
年
表
」
作
成
の
背
景
を
探
る
た
め
に
、
晩
年
の
朝
河
の

残
し
た
書
簡
を
見
て
い
く
と
、
三
〇
年
代
後
半
に
は
祖
国
日
本
を
憂
う
る
記
述
が

目
立
つ
よ
う
に
な
る
。
具
体
的
な
行
動
は
、
日
本
の
友
人
・
知
人
へ
の
書
簡
で
の

働
き
か
け
と
し
て
表
わ
れ
る
。
一
九
四
〇
年
九
月
及
び
一
〇
月
に
は
村
田
勉
に
対

し
て
、「
攘
夷
ノ
固
陋
ニ
立
チ
戻
」
る
祖
国
日
本
の
現
状
に
つ
い
て
ド
イ
ツ
人
の

国
民
性
と
比
較
し
な
が
ら
長
大
な
書
簡
を
認
め
て
お
り

（
２５
）

、
同
じ
頃
「
日
本
の
政
治

的
な
心
の
知
的
な
傾
向
と
、
こ
れ
ら
心
的
な
習
性
の
う
ち
の
最
悪
の
面
が
い
く
つ

か
近
年
に
い
た
っ
て
過
度
の
も
の
と
な
っ
て
き
た
経
緯
」
及
び
そ
れ
が
政
治
に
与

え
た
悪
影
響
に
つ
い
て
の
「
独
自
の
歴
史
的
な
分
析
」
を
試
み
、
そ
れ
を
書
簡
に

し
て
日
本
に
送
っ
た
ら
し
い

（
２６
）

。
こ
の
「
独
自
の
歴
史
的
な
分
析
」
の
詳
細
は
不
明

で
あ
る
が
、
村
田
宛
書
簡
の
中
で
「
攘
夷
」
の
心
性
や
「
日
本
民
族
ノ
維
新
数
十

年
ノ
例
」
に
論
及
し
て
「
後
便
」
を
期
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら

（
２７
）

、「
年
代
記
」
の

近
代
史
「
年
表
」
に
対
応
す
る
内
容
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

一
九
四
三
年
一
月
一
四
日
付
Ｈ
・
ダ
ン
ナ
ム
宛
書
簡
に
よ
る
と
、
朝
河
は
「
日

本
国
民
の
歴
史
的
、
心
理
的
習
性
と
そ
の
展
開
に
つ
い
て
の
研
究
―
こ
れ
は
私
の

主
要
分
野
に
関
係
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
し
て
も
結
局
は
副
次
的

な
問
題
で
す
―
」
に
「
数
年
間
」
を
費
や
し
て
い
た

（
２８
）

。
三
〇
年
代
末
か
ら
朝
河
の

関
心
は
、「
主
要
分
野
」
の
封
建
制
研
究
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
封
建
契
約
の
特

質
や
武
士
道
・
騎
士
道
な
ど
の
倫
理
が
、
現
代
の
諸
国
国
民
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
て
い
る
の
か
と
い
う
国
民
性
の
比
較
研
究
に
発
展
し
た
の
で
あ
る

（
２９
）

。
新
し

い
テ
ー
マ
の
下
、
朝
河
は
「
年
代
記
」
に
み
え
る
維
新
期
以
来
の
膨
大
な
近
代
史

カ
ー
ド
を
作
成
す
る
一
方
、
戦
後
日
本
の
復
興
の
た
め
の
覚
書
を
数
多
く
残
し
て

い
る
。
そ
れ
ら
は
結
局
公
刊
さ
れ
ず
、「
未
完
」
に
終
わ
っ
た
。
そ
の
具
体
的
な

内
容
や
所
謂
「
日
本
人
論
」・
国
民
性
論
の
系
譜
に
お
け
る
位
置
付
け
や
ア
メ
リ

カ
の
人
類
学
と
の
関
係
な
ど
は
今
後
の
大
き
な
研
究
課
題
で
あ
る
が
、
我
々
は

「
日
本
年
代
記
」
そ
の
も
の
に
、
時
代
に
向
き
合
っ
た
朝
河
と
い
う
歴
史
家
の
足

跡
を
見
据
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

結

最
後
に
「
朝
河
ぺ
ー
パ
ー
ズ
」
の
保
存
・
公
開
の
在
り
方
に
つ
い
て
言
及
す
る

こ
と
で
結
び
に
か
え
た
い
。
こ
の
よ
う
に
歴
史
家
の
書
簡
・
ノ
ー
ト
等
の
私
的
文

書
が
ま
と
ま
っ
て
保
存
・
公
開
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
、
日
本
で
は
必
ず
し
も
多

く
は
な
い
。
そ
の
状
況
を
考
慮
す
れ
ば
、「
朝
河
ぺ
ー
パ
ー
ズ
」
及
び
朝
河
貫
一

の
研
究
を
通
じ
て
、
朝
河
と
交
流
の
あ
っ
た
日
本
の
歴
史
家
た
ち
に
関
し
て
史
学

史
上
の
新
知
見
を
得
ら
れ
る
可
能
性
は
決
し
て
小
さ
く
な
い
と
考
え
る
。

日
本
に
お
け
る
利
用
を
考
え
る
際
、「
朝
河
ぺ
ー
パ
ー
ズ
」
の
全
六
〇
ボ
ッ
ク

ス
中
一
四
ボ
ッ
ク
ス
し
か
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
看
過
し

得
な
い
。
特
に
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
さ
れ
て
い
な
い
資
料
の
中
に
は
、
バ
ラ
バ

ラ
の
状
態
の
ル
ー
ズ
リ
ー
フ
や
カ
ー
ド
類
が
多
い
。
つ
ま
り
現
状
の
配
列
に
錯
簡
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が
生
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
資
料
群
に
伴
う
情
報
の
破
壊
が
危
惧
さ
れ
る
性
格
の
形

態
の
資
料
が
少
な
く
な
い

（
３０
）

。
海
外
の
日
本
関
係
資
料
の
保
存
に
関
し
て
、
日
本
の

研
究
者
が
ど
う
関
わ
っ
て
い
く
べ
き
か
は
今
後
大
き
な
問
題
と
な
ろ
う
。

以
上
、
特
に
書
簡
・
カ
ー
ド
な
ど
一
点
一
点
に
関
す
る
充
分
な
調
査
は
行
え
ず
、

不
十
分
な
も
の
で
あ
る
が
、
本
稿
が
今
後
の
朝
河
研
究
の
進
展
と
封
建
制
論
を
め

ぐ
る
史
学
史
の
見
直
し
の
た
め
の
踏
み
台
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

【
付
記
】
本
稿
作
成
の
土
台
と
な
っ
た
二
〇
〇
八
年
三
月
の
資
料
調
査
は
、「
日
本

学
お
よ
び
そ
れ
に
関
連
す
る
人
文
学
と
社
会
科
学
の
た
め
の
東
大
―
イ
ェ
ー
ル
・

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
の
資
料
調
査
研
修
を
利
用
し
て
行
っ
た
。
ま
た
同
年
九
月
の

調
査
は
、
平
成
二
〇
年
度
（
前
期
）
東
京
大
学
学
術
研
究
活
動
等
奨
励
事
業
（
国

外
）
の
補
助
を
得
て
行
い
、
堀
内
和
宏
氏
の
協
力
を
得
た
。
東
京
大
学
の
関
係
者
、

そ
し
て
イ
ェ
ー
ル
大
学
マ
ニ
ュ
ス
ク
リ
プ
ト
＆
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
部
及
び
東
ア
ジ
ア

図
書
館
の
関
係
者
の
皆
様
に
お
世
話
に
な
っ
た
旨
を
記
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

註（
１
）

朝
河
貫
一
研
究
会
編
『
朝
河
貫
一
の
世
界
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一

九
九
三
年
）、
同
編
『
甦
る
朝
河
貫
一
』（
朝
河
貫
一
研
究
会
、
一
九
九
八

年
）
な
ど
。
一
九
九
七
年
以
前
の
研
究
に
つ
い
て
は
『
甦
る
朝
河
貫
一
』
所

収
「
朝
河
貫
一
関
係
文
献
目
録
」
参
照
。
矢
吹
晋
氏
に
よ
る
朝
河
の
邦
訳
と

は
、『
入
来
文
書
』（
二
〇
〇
五
年
）
及
び
『
大
化
改
新
』（
二
〇
〇
六
年
、

原
題

"T
he

E
arly

Institutional
L
ife

in
Japan"

一
九
〇
二
年
の
イ
ェ
ー

ル
大
の
学
位
論
文
を
一
九
〇
三
年
出
版
し
た
も
の
）、
論
文
・
書
評
な
ど
を

ま
と
め
た
『
朝
河
貫
一
比
較
封
建
制
論
集
』（
二
〇
〇
七
年
、
何
れ
も
柏
書

房
）
の
邦
訳
三
部
作
で
あ
る
。『
入
来
文
書
』
の
翻
訳
の
問
題
点
に
つ
い
て

は
新
田
一
郎
「
学
界
展
望

日
本
法
制
史
」（『
国
家
学
会
雑
誌
』
一
二
〇

（
九
・
一
〇
）、
二
〇
〇
七
年
）。
研
究
史
の
詳
細
は
、
別
稿
「
朝
河
貫
一
の

比
較
封
建
制
論
の
再
評
価
を
め
ぐ
っ
て
―
イ
ェ
ー
ル
大
学
図
書
館
所
蔵
「
朝

河
ぺ
ー
パ
ー
ズ
」
の
紹
介
」（『
歴
史
評
論
』
七
〇
八
号
、
二
〇
〇
九
年
四
月

以
下
【
別
稿
】）
参
照
。

（
２
）

網
野
善
彦
・
横
井
清
共
著
『
日
本
の
中
世
６

都
市
と
職
能
民
の
活
動
』

（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
三
年
）
五
二
頁
以
下
。

（
３
）

牧
健
二
「
朝
河
貫
一
氏
の
英
文
『
入
来
文
書
』
に
就
い
て
」（『
法
学
論

叢
』
二
二
巻
二
号
）。

（
４
）

朝
河
の
比
較
封
建
制
論
に
つ
い
て
は
前
掲
【
別
稿
】
で
も
簡
単
に
論
じ
て

い
る
。

（
５
）

阿
部
善
雄
の
評
伝
『
最
後
の
「
日
本
人
」』
に
お
い
て
も
「
朝
河
ぺ
ー

パ
ー
ズ
」
は
利
用
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
同
書
に
は
利
用
し
た
資

料
の
典
拠
が
ほ
と
ん
ど
記
さ
れ
て
い
な
い
。
但
し
、『
書
簡
集
』
所
収
の
金

井
圓
「
朝
河
貫
一
、
そ
の
受
発
信
書
簡
に
つ
い
て
」
五
五
頁
、
及
び
宮
本
又

次
編
『
ア
メ
リ
カ
の
日
本
研
究
』（
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
七
〇
年
）
第

一
編
第
四
章
「
各
大
学
に
お
け
る
日
本
史
研
究
」（
宮
本
又
次
執
筆
）
三
〇

頁
な
ど
に
言
及
が
あ
る
。

（
６
）

増
井「
朝
河
貫
一
の
日
記
に
表
わ
れ
た
国
際
化
時
代
の
日
本
―1917

―1919

年
」（『
敬
愛
大
学
国
際
研
究
』
一
七
号
、
二
〇
〇
六
年
七
月
）
を
は
じ
め
と

す
る
『
敬
愛
大
学
国
際
研
究
』
所
収
の
諸
論
文
。
朝
河
貫
一
研
究
会
編
『
朝

河
貫
一
研
究
会
ニ
ュ
ー
ス
』（
朝
河
貫
一
研
究
会
、
二
〇
〇
七
年
）
所
収
記

事
に
も
「
朝
河
ペ
ー
パ
ー
ズ
」
へ
の
言
及
は
あ
る
。

（
７
）

http
://m

ssa.library.yale.edu/findaids

同
図
書
館
の
整
理
番
号

「
４
０
」（
最
終
更
新
日
二
〇
〇
六
年
一
月
三
〇
日
）。
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（
８
）

な
お
早
稲
田
大
学
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
が
イ
ェ
ー
ル
大
学
所
蔵

の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
複
製
し
た
「
エ
ー
ル
大
学
所
蔵
朝
河
貫
一
文
書
」

を
所
蔵
し
て
い
る
。

（
９
）

詳
し
く
は
『
書
簡
集
』
所
収
の
金
井
圓
「
朝
河
貫
一
、
そ
の
受
発
信
書
簡

に
つ
い
て
」
五
四
頁
の
表
参
照
。

（
１０
）
『
書
簡
集
』
六
一
頁
。

（
１１
）

こ
の
サ
ン
ソ
ム
書
簡
は
『
書
簡
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
（
付
一
五
号
）。

な
お
『
書
簡
集
』
付
二
〇
号
の
無
年
号
の
一
二
月
一
二
日
付
サ
ン
ソ
ム
書
簡

に
み
え
る
、
同
月
中
に
朝
河
が
サ
ン
ソ
ム
に
送
っ
た
班
田
収
授
に
関
す
る
覚

書
と
は
、
こ
の
レ
ポ
ー
ト
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
だ
と
す

れ
ば
、
付
二
〇
号
は
（『
書
簡
集
』
編
者
は
一
九
四
〇
年
に
比
定
す
る
が
）

一
九
三
五
年
に
比
定
さ
れ
る
が
、
同
書
簡
中
の
表
現（"after

the
F
ebruary

m
eeting"

な
ど
）
と
の
整
合
性
が
問
題
に
な
る
。
サ
ン
ソ
ム
の
足
取
り
と

合
わ
せ
て
、
今
後
の
研
究
を
要
す
る
。

（
１２
）
「
概
要
」
で
は

"N
otes"

と
記
す
が
、
日
本
語
に
い
う
カ
ー
ド
類
を
指
す
。

（
１３
）
『
書
簡
集
』
一
三
九
号
。

（
１４
）

こ
の
抜
き
刷
り
で
は
検
閲
の
際
に
伏
字
と
な
っ
た
部
分
が
朝
河
の
自
筆
で

補
わ
れ
て
い
る
。
矢
吹
晋
『
朝
河
貫
一
と
そ
の
時
代
』（
花
伝
社
、
二
〇
〇

七
年
）
二
八
八
〜
九
一
頁
。

（
１５
）
『
書
簡
集
』
七
六
号
。

（
１６
）

国
文
学
研
究
資
料
館
文
献
資
料
部
編
「
イ
ェ
ー
ル
大
学
所
蔵
日
本
文
書
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
目
録
」（『
国
文
学
研
究
資
料
館

調
査
研
究
報
告
』
十
一
号
、マ

マ

一
九
九
〇
年
）、
小
峰
和
明
「
議
会
図
書
館
及
び
イ
ェ
ー
ル
大
学
所
蔵
朝
川

収
集
本
を
め
ぐ
っ
て
」（"E

arly
M

odern
Japan

:
an

interdisciplinary

journalSpring

（2004

）"

）。

（
１７
）

Ｙ
Ａ
Ｊ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
阿
部
善
雄
『
最
後
の
日
本
人
』

（
岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
〇
四
年
）
一
六
一
頁
以
下
に
詳
し
い
。

（
１８
）

こ
の
資
料
に
つ
い
て
は
増
井
由
紀
美
「
朝
河
貫
一：

自
覚
あ
る
「
国
際

人
」
―
明
治
末
か
ら
大
正
に
か
け
て
イ
ェ
ー
ル
大
学
に
見
る
日
本
人
研
究
者

事
情
」（『
敬
愛
大
学
国
際
研
究
』
第
十
八
号
、
二
〇
〇
六
年
）
に
詳
し
い
。

（
１９
）

堀
米
庸
三
「
封
建
制
再
評
価
へ
の
試
論
」（『
歴
史
の
意
味
』
中
央
公
論
社
、

一
九
七
〇
年
、
初
出
一
九
六
六
年
）
一
六
六
頁
。

（
２０
）
『
入
来
文
書
』
一
頁
（
矢
吹
訳
一
四
頁
）。

（
２１
）

朝
河
が
南
九
州
を
選
択
し
た
事
情
に
つ
い
て
は
、
前
掲
【
別
稿
】
参
照
。

（
２２
）
『
書
簡
集
』
一
六
八
号
、
一
九
二
号
。
な
お
一
一
六
号
も
参
考
。

（
２３
）

例
え
ば
、
一
八
七
六
年
の
「
島
津
家
年
譜
」
は
一
九
三
七
年
刊
の
『
国
史

大
年
表
』
を
利
用
し
て
お
り
、
大
政
奉
還
か
ら
西
南
戦
争
ま
で
記
述
さ
れ
た

部
分
は
一
九
四
〇
年
代
に
新
た
に
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
２４
）

前
掲
『
ア
メ
リ
カ
の
日
本
研
究
』
三
〇
頁
。

（
２５
）
『
書
簡
集
』
二
二
四
・
二
二
五
号
。

（
２６
）
『
書
簡
集
』
二
三
三
号
。

（
２７
）
『
書
簡
集
』
二
二
五
号
。

（
２８
）
『
書
簡
集
』
二
六
一
号
。

（
２９
）

阿
部
善
雄
『
最
後
の
日
本
人
』
第
十
一
章
に
お
い
て
も
朝
河
が
「
国
民

性
」
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
（
岩
波
現
代

文
庫
版
二
八
七
頁
）、
こ
の
こ
と
と
「
日
本
年
代
記
」
に
み
ら
れ
る
朝
河
の

研
究
活
動
と
の
関
連
は
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。

（
３０
）

新
田
一
郎
氏
及
び
イ
ェ
ー
ル
大
学
図
書
館
の
中
村
治
子
氏
の
意
見
を
伺
う

機
会
を
得
た
。
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【イェール大学図書館所蔵朝河貫一文書（朝河ペーパーズ）全六〇箱 目録】

＊ボックス（Box）とフォルダ（folder）を軸に整理したものである。

＊フォルダごとに同図書館所蔵マイクロフィルム（全一〇リール）の対応リール（reel）を記した。

Box folder reel 説 明 （備 考）

１ １ １ 書簡（１８９５～９８年）

１ ２ １ 書簡（１８９９年１月～６月）

１ ３ １ 書簡（１８９９年７月～１２月）

１ ４ １ 書簡（１９００年頃）

１ ５ １ 書簡（１９００年）

１ ６ １ 書簡（１９０１～０２年）

１ ７ １ 書簡（１９０３年）

１ ８ １ 書簡（１９０４年）

１ ９ １ 書簡（１９０５年１月～６月）

１ １０ １ 書簡（１９０５年７月～８月）

１ １１ １ 書簡（１９０５年９月～１０月）

１ １２ １ 書簡（１９０５年１１月～１２月）

１ １３ １ 書簡（１９０６年１月～９月）

１ １４ １ 書簡（１９０６年１０月～１２月）

２ １５ １ 書簡（１９０７年１月～４月）

２ １６ ２ 書簡（１９０７年５月～６月）

２ １７ ２ 書簡（１９０７年７月～１２月）

２ １８ ２ 書簡（１９０８年、１９１０～１１年）

２ １９ ２ 書簡（１９１２年）

２ ２０ ２ 書簡（１９１３～１４年）

２ ２１ ２ 書簡（１９１５～２２年）

２ ２２ ２ 書簡（１９２３～２５年）

２ ２３ ２ 書簡（１９２６～２７年）

２ ２４ ２ 書簡（１９２８年）

２ ２５ ２ 書簡（１９２９年１月～８月）

２ ２６ ２ 書簡（１９２９年９月～１２月）

３ ２７ ２ 書簡（１９３０年１月～９月）

３ ２８ ２ 書簡（１９３０年９月～１２月）

３ ２９ ２ 書簡（１９３１～３９年）

３ ３０ ２ 書簡（１９４０年）

３ ３１ ２ 書簡（１９４１年２月～１１月）

３ ３２ ３ 書簡（１９４１年１２月）

３ ３３ ３ 書簡（１９４２年１月～３月）

３ ３４ ３ 書簡（１９４２年４月～１２月）

３ ３５ ３ 書簡（１９４３～４４年）

３ ３６ ３ 書簡（１９４５～４６年）

３ ３７ ３ 書簡（１９４７～４８年）

３ ３８ ３ 書簡（１９４９～５１年、５５年）

４ ３９ ３ 書簡（朝河の家族との往復書簡 凡そ１８９５年）

４ ４０ ３ 書簡（ブース、１９０６年・１４年）

４ ４１ ３ 書簡（ブース、１９１５年・２６年）

４ ４２ ３ 書簡（Privy Councilor-Count K １９４１年１０月１０日付）

４ ４３ ３ 書簡（フランクリン・ルーズヴェルトへの書簡、１９４１年１１月２３日付

４ ４４ ３ レジュメ

５ ４５ ４ 日記（１９００年～０５年）
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５ ４６ ４ 日記（１９１１年）

５ ４７ ４ 日記（１９１２～１３年）

５ ４８ ４ 日記（１９１４年）

５ ４９ ４ 日記（１９１５年）

５ ５０ ４ 日記（１９１６～１７年３月２４日）

５ ５１ ５ 日記（１９１７年３月２５日～１９１９年１１月１３日）

５ ５２ ５ 日記（１９１９年１１月１５日～１９２５年１月８日）

５ ５３ ５ 日記（１９２５年２月１日～１０月１１日）

６ ５４ ５ 日記（１９４０年７月２８日～８月１４日）

６ ５５ ５ 日記（１９４５年１１月２５日、１９４６年１１月２２日）

６ ５６ ５ 日記（１９４６年１１月２５日、１９４８年８月８日）

７ ５７～６６ ６ 発信書簡などの控えなど１０点

７ ６７ ６ Appointment Book（内題「日記目録」）１９１１～２５年 ＊面会人名録

７ ６８ ６ 出版物 "Note on Village Government in Japan After１６００"

７ ６９ ６ 出版物（１） "WHY AND HOW JAPANESE HISTORY MAY BE STUDIED
WITH PROFIT IN AMERICA."

７ ６９ ６ 出版物（２） "TO PAPAN（??? Sep１６, ０５）"

７ ６９ ６ 出版物（３） "JAPANESE and KOREA（the Dartmouth Bi-Monthly vol．１
No１Oct０５）"

７ ６９ ６ 出版物（４） "The Early Sho and the early Monor : Feb１９２９，"

７ ６９ ６ 出版物（５） "HAT MANUFACTORING IN RENNES，１７７６－１７８９Its Finan-
cial and Commercial Organization HENRI SEE"

７ ６９ ６ 雑多なメモ

７ ６９ ６ 出版物（６） "JAPANESE FEAUDALISM" by K.Asakawa１９３１（Encyclopae-
dia of the Social Sciences）

７ ７０ ６ 新聞の切り抜き（１９１４年及び１９２３年頃）

７ ７１・７２ ６ 書評草稿（『日本奴隷史』『堺市史』など）

７ ７３ ６ 書評手稿（ヴェーレル氏古日耳曼民族農業成立論、竹越与三郎『日本経済史』）

７ ７４ ６ 原稿・草稿 "The Missionary Question in China"

７ ７５ ６ 原稿・草稿 "THE TRAGIC CAREER OF HAMLET considered as a real per-
son．）Written January １９－２３，and typewritten February６and７，１９１４．

（二部）

７ ７６ ６ 原稿・草稿 「第五章 究竟の疑」（断簡含めて数部あり）

７ ７７ ６ 原稿・草稿 I.A.L.A．（国際補助語協会）Papers １９２７－２９（複数の書簡と手
稿・タイプ、エスペラント関係）

７ ７８ ６ 原稿・草稿 "Period of Academic Dissipline"

７ ７９ ６ 原稿・草稿 "A Plea for Friendly Competition Among Interlingsists"

８ ８０ ６ 原稿・草稿 Allotment of rice-land : K.Asakawa（Given to Sir George B.San-
som , Dec．６，１９３５．）

８ ８１ ６ 原稿・草稿 "Bushido"１９０５

８ ８２ ６ 原稿・草稿 "Cataloging Japanese personal names" （手稿、手紙、ノート表
紙、タイプなど多数）

８ ８３ ６ 原稿・草稿 "Character of Japanese People"（手稿のメモ）

８ ８４ ７ 原稿・草稿 "early Institutional life of Japan"（『大化改新』タイプ）

８ ８５ ７ 原稿・草稿 "Evolution of the Fief - in Japan"（一頁目左上に鉛筆で「未完」
／タイプ・手稿など計５部）

８ ８６ ７ 原稿・草稿 "Feudal Regime in South Kyushu"

８ ８７ ７ 原稿・草稿 "Feudalism in Japan"

８ ８８ ７ 原稿・草稿 "The Founding of the Shogunate by Minamoto-no-Yoritomo"

８ ８９ ７ 原稿・草稿 "Iriki : Summary of Points"（英語版及び日本語版）

８ ９０ ７ 原稿・草稿 "Japan Old and New" １９１２ 及び "APPENDIX ON THE LATE
EMPEROR AS A CONSTITUTIONAL MONARCH"（明治天皇論）
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８ ９１ ７ 原稿・草稿 "The Japanese in Siam in the early１７th century"

８ ９２ ７ 卒業論文 "A PRELIMINARY STUDY OF JAPANESE FEADALISM" Kan-
Ichi Asakawa．（Hanover, N.H. Feb，１８９９）（論文題表紙、目次と原稿９０頁）

８ ９３ ７ 原稿・草稿 日本封建制に関する日本語・英文の手稿

９ ９４ ７ 原稿・草稿 日本封建制に関する英文手稿

９ ９５ ７ 原稿・草稿 荘園毎のカード（日本語）、高野山文書目録の表紙

９ ９６ ７ 原稿・草稿 日本美術史（１）JAPANESE 'UKIYO-YE'（sciern genre）PAINT-
ERS

９ ９６ ７ 原稿・草稿 日本美術史（２）JAPANESE Buddiat SCULPTURE IN REPRO-
DUCTION Case�，７th to１４th century

９ ９６ ７ 原稿・草稿 日本美術史（３）同上

９ ９７ ７ 原稿・草稿 Japanese reform polity in ７th－９th centuries（英文手書きカー
ド）

９ ９８ ８ 原稿・草稿 "The Life of A Monastic sho in Medieval Japan" １９１６ 草稿３部

９ ９９ ８ 原稿・草稿 "The Origin of Feudal Land Tenure in Japan" １９１４ 草稿２部

１０ １００ ８ ノート 「H社会の性」 BとAの符号をつけられた草稿２部（日本語手稿）

１０ １０１ ８ 原稿・草稿 "Nature of the Feudal Society"（Tentative, not to be published）
英文タイプ

１０ １０２ ８ 原稿・草稿 "Nature of the Feudal Society" 英文タイプ・手稿

１０ １０３ ８ 原稿・草稿 "Social Causes"英文手稿

１０ １０４ ８ 原稿・草稿 "Nature of The Feudal Society"（Tentative, not to be published）
Nov１０，１９３６作成 Jen２７，１９３７改稿タイプ

１０ １０５ ８ 原稿・草稿 レジュメ「Feudal 社会の性」 ４７頁 日本語手稿 末尾にメモ２
枚

１０ １０６ ８ 原稿・草稿 "Nature of the Feudal Society"（Tentative, not to be published）
Sept，１９３２英文タイプ

１０ １０７ ８ 原稿・草稿 "Introduction�The Nature of the Feudal Society" 英文タイプ

１０ １０７ ８ 原稿・草稿 "Nature of the Feudal Society" Oct１０，１９３６ 英文タイプ

１０ １０８ ８ 原稿・草稿 "Nature of the Feudal Society" 英文タイプ、手稿

１０ １０８ ８ 原稿・草稿 "Introduction�Causes of Feudalisms" 英文タイプ７６頁

１０ １０８ ８ 原稿・草稿 "Introduction�Causes of Feudalisms" 英文手稿

１０ １０８ ８ 原稿・草稿 "Introduction�Causes of Feudalisms" 英文タイプ、７６頁

１０ １０９ ８ 原稿・草稿 「比較論」（英文タイプ、一頁目に鉛筆で「未完」、８８頁）

１０ １１０ ８ ゲストブック（Sep. '０８－June１４，１９１１）

１０ １１０ ８ ゲストブック（July１９３０Oct１９３２August１９３５）

１１～１３ カード（西欧近代史関係）

１４～２４ カード（フランス近代史関係）

２５ カード（日本史関係）

２６ カード（日本史総説）

２７ カード（日本史雑録）

２８ カード（日本史雑録）

２９・３０ カード（日本古代史関係）

３１～３４ カード（島津家関係）

３５ カード（日本の家族関係）

３６ カード（日本の皇室関係）

３７ １１１ 「今後ノ新日本ニオケル個人ノ展望」（ルーズリーフの草稿）

３７ １１２ １９４３年頃の新聞の切り抜き、メモ（「自超」、「反省」、「文化ノ防衛ト受容」、
「過去ノ皇室利用者」（１９４１年）など）

３７ １１３ 戦後日本の復興に関する覚書

３７ １１４ 日本宗教史の年表・レジュメ（１７枚タイプ打ち）、英文の日本地図、印刷物など
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３７ １１５ 日本人の倫理や東条英機に関するメモ（１９４５年以降作成か）

３７ １１６ 島津国史の史料批判に関するメモ（得能通昭私著〈西藩野史〉ノ史学及史著の
観念／島津国史由来・島津國史ノ史学及史著の観念）

３７ １１７ 「１３３６－９３ 日向ノ庄崩ル」に始まるルーズリーフ１６枚（＊Japanese chronicles
の一部か）

３８ １１８ Japanese chronicles １１７２－１３３１（比志島家文書）

３８ １１９ Japanese chronicles １１７９－１３３３（忠久・忠時・忠宗・貞久年譜「以下別冊」）

３８ １２０ Japanese chronicles １１８７－１４１６（�寝文書）

３８ １２１ Japanese chronicles １３３３－１３４８（島津家年譜）

３８ １２２ Japanese chronicles １３４９－１３６７（島津家年譜）

３８ １２３ Japanese chronicles １３６８－１５０８（島津家年譜）

３８ １２４ Japanese chronicles １５０９－１６０２（島津家年譜）

３８ １２５ Japanese chronicles １６０３－１６９９（島津家年譜）

３９ １２６ Japanese chronicles １７００－１８０６（島津家年譜）

３９ １２７ Japanese chronicles １８０９－１８５２（島津家年譜・近代史年表）

３９ １２８ Japanese chronicles １８５３－開国関係

３９ １２９ Japanese chronicles １８５３－１８５４攘夷関係

３９ １３０ Japanese chronicles １８５４年７月～１２月（島津家年譜・近代史年表）

３９ １３１ Japanese chronicles １８５５ 外国関係

３９ １３２ Japanese chronicles １８５６ 外国関係

３９ １３３ Japanese chronicles １８５７ 外国関係

３９ １３４ Japanese chronicles １８５７（島津家年譜・近代史年表）

３９ １３５ Japanese chronicles １８５７ 徳川斉昭関係

４０ １３６ Japanese chronicles １８５８ 幕府関係

４０ １３７ Japanese chronicles １８５８ 外交関係

４０ １３８ Japanese chronicles １８５８ 徳川斉昭関係

４０ １３９ Japanese chronicles １８５８ 重要な日付

４０ １４０ Japanese chronicles １８５９ 外交関係

４０ １４１ Japanese chronicles １８５９ 幕府関係

４０ １４２ Japanese chronicles １８５９ 重要な日付

４０ １４３ Japanese chronicles １８６０（島津家年譜・近代史年表）

４０ １４４ Japanese chronicles １８６１（島津家年譜・近代史年表）

４０ １４５ Japanese chronicles １８６２（島津家年譜・近代史年表）

４０ １４６ Japanese chronicles １８６３（島津家年譜・近代史年表）

４１ １４７ Japanese chronicles １８６４（島津家年譜・近代史年表）

４１ １４８ Japanese chronicles １８６５－６６（島津家年譜・近代史年表）

４１ １４９ Japanese chronicles １８６７ 外交関係

４１ １５０ Japanese chronicles １８６７ 島津久光譜

４１ １５１ Japanese chronicles １８６８ 外交関係

４１ １５２ Japanese chronicles １８６８ 島津久光譜

４１ １５３ Japanese chronicles １８６９（島津家年譜・近代史年表）

４１ １５４ Japanese chronicles １８７０（島津家年譜・近代史年表）

４１ １５５ Japanese chronicles １８７１（島津家年譜・近代史年表）

４２ １５６ Japanese chronicles １８７２－７５（島津家年譜・近代史年表）

４２ １５７ Japanese chronicles １８７６－９０（島津家年譜・近代史年表）

４２ １５８ Japanese chronicles １８９１－９９（近代史年表）

４２ １５９ Japanese chronicles １９００－０９（近代史年表）

４２ １６０ Japanese chronicles １９１０－１９（近代史年表）

53



Box folder reel 説 明 （備 考）

４２ １６１ Japanese chronicles １９２０－２５（近代史年表）

４２ １６２ Japanese chronicles １９２６－３１（近代史年表）

４２ １６３ Japanese chronicles １９３１－３４（近代史年表）

４２ １６４ Japanese chronicles １９３２（近代史年表）

４２ １６５ Japanese chronicles １９３３（近代史年表）

４２ １６６ Japanese chronicles １９３３（近代史年表）

４３ １６７ Japanese chronicles １９３４（近代史年表）

４３ １６８ Japanese chronicles １９３５（近代史年表）

４３ １６９ Japanese chronicles １９３５（近代史年表）

４３ １７０ Japanese chronicles １９３６ 外国関係

４３ １７１ Japanese chronicles １９３６ 政府関係

４３ １７２ Japanese chronicles １９３６ 重要な日付

４３ １７３ Japanese chronicles １９３６－Interral affairs

４４ １７４ Japanese chronicles １９３７年１月（近代史年表）

４４ １７５ Japanese chronicles １９３７年１月・２月新聞切り抜きなど

４４ １７６ Japanese chronicles １９３７年３月４月新聞切り抜きなど

４４ １７７ Japanese chronicles １９３７年４月～７月新聞切り抜きなど

４４ １７８ Japanese chronicles １９３７年７月新聞切り抜きなど

４４ １７９ Japanese chronicles １９３７年７月～１１月新聞切り抜きなど

４４ １８０ Japanese chronicles １９３７年１０月～１２月新聞切り抜き

４４ １８１ Japanese chronicles １９３８～４０（近代史年表）

４５ １８２ Japanese chronicles １９４１年のメモ（Loose Leaf Organizer／近衛公日米交渉
手記（「近衛公・日米交渉史他 目録」「日米交渉―近衛ノ心境」）／’４５八／廿
九 Army Board report補遺／「開戦迄ノ史実提要」／１９４１Dec７の新聞の切
り抜き（NewYorkTimes, Aug３０，１９４５）Army reportなど）

４５ １８３ Japanese chronicles １９４１（近代史年表）、メモ「十二／七マデノ日本行為」

４５ １８４ Japanese chronicles １９４２（近代史年表）

４５ １８５ Japanese chronicles １９４３（近代史年表）

４５ １８６ Japanese chronicles １９４４（近代史年表）

４５ １８７ Japanese chronicles １９４５ 日本降伏までのメモ（〈迫水久常〉）

４６ １８８ H・メインの読書ノート"Study of Ancient Law "（表紙に鉛筆で "Dec．１８９７"）、
"Lectures on the early history of institutions"（表紙に鉛筆で "March１８９８"）、
"Dissertations on early law and custom"（表紙に鉛筆で "April１８９８"）

４６ １８９ ノート Solid geometry

４６ １９０ ノート Early modern philosophy

４６ １９１ ノート 表題「大西先生述 近世哲学史」

４６ １９２ ノート Greek philosophy

４６ １９３ ノート Greek philosophy

４６ １９４ ノート Japan-Bushido １９０６，０７

４６ １９５ ノート 表題「明治二七年九月廿八日申述 小屋保治氏述 美学」

４６ １９６ ノート Buddihism１８９５Mar

４６ １９７ ノート 表題「松本文三郎氏述 支那哲学史」一、二、三 但し合冊

４７ １９８ ノート "Ancient Germans, Dec．１９，１８９８"

４７ １９９ ノート "notes on logic, by Mr. Asakawa Prof. yanaga"

４７ ２００ ノート Biographia hiteraria Coleridge, S.T.

４７ ２０１ 「頭山満の死 １９４４ Oct．５」以下頭山満関係の手稿草稿

４７ ２０２ 英国史関係ノート

４７ ２０３ 新聞の切り抜き、「今日の日本兵士」（’４３May２２）、西洋哲学等のカード

４７ ２０４ エジプト・バビロン史関係のノート
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４７ ２０５ 封建制関係ノート

４７ ２０６ ドイツ史関係ノート（ゲヴェーレなど） 索引カード

４７ ２０７ ゲーテ関係ノート

４７ ２０８ ギリシア・ローマ都市国家関係ノート（合冊、二冊目に赤鉛筆で "March
５，１８９８" と記入）

４７ ２０９ 大ノート 「波斯戦争」 Jonian Sevolt（Holn�．１）

４７ ２１０ ギリシア史関係ノート（１８９９）

４７ ２１１ ギリシア史関係（赤鉛筆「希臘史」）
付、国民新聞記事切り抜き（「蘇峰生」の「青燈一點」など）

４８ ２１２ カードの束８点：各束冒頭の題「頼朝�（’３３）」「The land tunure 起源」「日
史上ノ農業」「余ノ諸文ノ要目索引」「monastic 庄―索引」「分類表」「fn 貢
献」「� 古稿 目次」

４８ ２１３ 『入来文書』図版（No２４bとNo１２７D～No１３８）カード（縦２６．０㎝横１９．２㎝）

４８ ２１４ 『入来文書』の史料編（日本語）の未製本の紙の束（ところどころに切り抜き）

４８ ２１５ 「渋谷氏系図」と「寺尾氏系図」の合冊（後者表紙に鉛筆で「Sep２１’２０」）縦
２５．２㎝横１７．０㎝の紙を製本、背表紙の題「入来院寺尾武光系譜」

４８ ２１６ マルク・ブロック『封建社会』�の読書ノート（１９４０）

４８ ２１７ "W.Words worth on Imagination and Fancy（in his Preface to poems,１８１５）"

４８ ２１８ man and person に関するノート

４９ ２１９ 「国と個人」と題された覚書のカード

４９ ２２０ Nation and natural religious に関するノート

４９ ２２１ ナショナリズムに関するノート

４９ ２２２ 自然科学及び政治に関するノート

４９ ２２３ 政治学（Political science）に関するノート１８９６－９７年

４９ ２２４ Precis, Martin Oliver

４９ ２２５ 原始アーリア人（Primitive Aryans）に関するノート １８９６年

４９ ２２６ 原始文明（Primitive Civilizations）に関するノート

４９ ２２７ 原始的土地保有（Primitive land tunures）に関するノート

４９ ２２８ 古代ローマに関するノート

４９ ２２９ 古代ローマ法に関するノート

５０ ２３０～２３４ 西洋史関係のメモ類 ＊フォルダ２３３にはノート「歴史雑俎 古代・中古・近
世初期」（１８９８－９９ ダートマス大学）

５１ ２３５ ８ 論文 "Parlamentary Reform of England in１８３１－３２，and Electoral Reform of
France in１８４７－４８" 表紙（手稿で "April２９，１９０１"）、目次、論文（１０３頁）

５１ ２３６ ８ 論文 "Effect of Colonization on the Trade Policy of the Colonizing Nations"（手
稿７９頁）

５１ ２３７ ９ 論文 "Legislative Powers of the Carolingian King"（タイプ７８頁、手書きメモ）

５２ ２３８ ９ 写真２枚（「大正六年」、"June５，１９１９"）

５２ ２３９ ９ 朝河の写真２枚

５２ ２４０ ９ 写真多数（両親、風景など）

５３ ２４１ 「前田本 まくらの草子」昭和二年 非売品

５３ ２４２ 「色葉字類抄」上 大正十五年

５３ ２４３ ループネル氏への朝河書評の抜刷、 「色葉字類抄」下

５３ ２４４ "INDIVIDUALISM : TRUE AND FALSE"（F.A．ハイエク，１９４６年）、中田
薫「日本庄園の系統 王朝時代の庄園に関する研究」合冊、「職原抄稿要」

５４ ２４５ 「島津忠久の生い立ち」他論文５点（英文、別人の論文）

５４ ２４６ 『日本の禍機』東京実業社、１９０９年

５４ ２４７ 蚊田蒼生校訂『古今和歌集』上下、『新古今和歌集』上下（東京書肆 白楽圃
板）

５５ ２４８ ９ 学生のレポート １９３４年 （上端を綴じて冊子状に。以下同）

５５ ２４９ ９ 学生のレポート １９１１年
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５５ ２５０ ９ 学生のレポート １９２６年 及び点数表１枚

５５ ２５１ ９ 学生のレポート １９２６年及びその前後（G.W.Pierson、Reiehankeek、Carlton
Pwees、Miss Margaret Yerrinton）

５５ ２５２ ９ 学生のレポート ローマの "Possessio" とゲルマンの "Gewere" の違い

５５ ２５２ ９ 学生のレポート Fealtyについて

５５ ２５２ ９ 学生のレポート Define feudalism について

５５ ２５２ ９ 学生のレポート French feudalism について

５５ ２５２ ９ 学生のレポート feudalism について

５５ ２５３ ９ 学生の論文 "ROLLO AND THE TREATY OF SAINT-CLAIR-SUR-EPTE"
by Issac J.Quillen The Frankish Period-April１８，１９１３

５５ ２５４ ９ 学生の論文 "THE POSITION OF THE EMPEROR IN CHINA AND JAPAN
: A religious and institutional study A comparison of their historical
development" Being ayear paper for the course Religious History of Japan
Scbmitted by Lucy H. Booth June，１９２３

５５ ２５５ ９ 学生の論文 "THE TEACHINGS OF THE TWO GREAT SECTS OF MOD-
ERN BUDDHISM" by J.S.Bixler June１９２３

５５ ２５６ ９ 学生の論文 "NITHARD" １９２６－２７

５５ ２５７ ９ 学生の論文 "A SUMMARY OF THE CAPITULARS DE VILLIS OF CHAR-
LEMAGNE" by Courteney Hemenway January１９２７

５５ ２５８ ９ 学生の論文 "USATICI" by M.G.Yerriinton

５５ ２５８ ９ 学生の論文 "THE ANNALS OF SAINT-BERTIN８７０－８７７" by M.G.Yerriin-
ton

５５ ２５９ ９ 学生の論文 "The Growth of the Royal Domain in France，９８７－１２２３" by Carl
h. Reicheukarl Yale University 「１９２７／２８」

５５ ２５９ ９ 学生の論文 "BONIFACE AND THE CHURCH" by G.W.Pierson

５５ ２６０ ９ 学生の論文 "Evideness of Patoronage in the Works of Einhard" by Carl H.
Heichenbach「１９２７－２８」

５５ ２６１ ９ 学生の論文 "SOME EXAMPLES OF HOMAGE IN FRANCE FROM１１６０
TO１５００" by Carlton Prince West Gracuate School, Yale University June１９２８．

５５ ２６２ ９ 学生の論文 "NORMAN FEUDALISM IN WACE'S POEM ROMAN DE ROU"
by Philip Lee Ralch Yale University, June４，１９２８

５５ ２６２ ９ 学生の論文 "THE ROYAL DOMAIN IN CHARLEMAGNE'S TIME" by
Carlton Prince West Yale University Graduate School１９２８

５６ ２６３ ９ 学生の論文 "THE GRANTING OF NORMANDY TO ROLLO" by Philip Lee
Ralph Yale University, April，１９２８

５６ ２６３ ９ 学生の論文 "Feudal Oustee for（以下不明）"by Fransees H, Sgeeiie

５６ ２６３ ９ 学生の論文 "THE FEUDAL CHARACTERISTICS OF THE TRIAL OF
GANELON in the CHANSON DE ROLAND" by G.W.Pierson June３，１９２８

５６ ２６４ ９ 学生の論文 "Trial of Henry the king"

５６ ２６５ ９ 学生の論文 "THE COUNT AS FEADAL SUZERAIN AND HEAD OF THE
STATE IN THE USAGES OF BARCELONA" by Cecil F. Robe１９３３－４

５６ ２６５ ９ 学生の論文 "JURIDICAL ASPECTS OF THE RIVALRY BETWEEN JOHN
LACKLAND AND PHILIP AUGUSTUS" by David M. Potter, Jr.

５６ ２６５ ９ 学生のレポート ローマの "Possessio" とゲルマンの "Gewere" の違い（John
Toop１９３４という表紙）

５６ ２６６ ９ 学生の論文 "FRANKISH INSTITUTIONS OF VASSALAGE AS THEY AP-
PEAR IN EINHARD'S EPISTOLAE AND HIS VITA KAROLI" by Newton
Chase January１０，１９３８

５６ ２６７ ９ 学生のレポートか "The Count" という題で "Merovingian and Carolingian"
という章から（by David Potter ,JR）

５６ ２６７ ９ 学生のレポート ローマの "Possessio" とゲルマンの "Gewere" の違い

５６ ２６７ ９ 学生のレポートか

５６ ２６７ ９ 学生の論文 "RELATION OF SAINT BONIFACE AND THE FRANKISH
CHURCH" by Marion M. Horn
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５６ ２６８ １０ 学生の論文 "WAS NORMANDY A GRAND FIEF OF THE CROWN IN９１１"
by Warren Q.Qeid

５６ ２６９ １０ 学生の論文 "PHILIP AUGUSTUS VS. JOHN OF ENGLAND : The Litigation
Preceding the Sentence of the French Court in１２０２" by FrankO. Spinney

５６ ２６９ １０ 学生のレポート（John Toop "Fealty & Homage" という題の冊子）

５６ ２６９ １０ 学生の論文 "THE PEOPLE VERSUS HENRY THE LION" by Mrtion M. Horn

５６ ２７０ １０ 学生の論文 "SHINTOISM, ITS ORIGIN, DEVELOPMENT AND INTERPRE-
TATION" by Llewellyn C. Fletcher

５６ ２７１ １０ 学生の論文 "ANCIENT CHINA AS AN AGRICULTURAL COMMINITY, A
CIVILIZED SOCIETY AND ITS ECONOMIC FOUNDATION" by W.E.Law-
rence June，１９１６．

５６ ２７２ １０ 論文 "JAPANESE LAW" 滝川政次郎 （英文タイプ）

５６ ２７２ １０ 論文 "THE ROSSIAN TRADE in KIAKHTA"（英文タイプ）、文末に "Parl Pa-
pers，１８２１，�．３６２－３６４"

５６ ２７２ １０ 論文 "THE ORIGIN AND SIGNIFICANCE OF FEUDALISM" by Carl
Stephenson（コーネル大学）（英文タイプ）

５７ ２７３ １０ 草稿 日中関係 （タイプ原稿（１９１５年）と手稿原稿）

５７ ２７４ １０ 草稿 "The Treaty of Portsmouth" （タイプ英文）

５７ ２７５ １０ 翻訳草稿 古代日本の宗教史料の英訳（タイプ英文）

５７ ２７６ １０ 翻訳草稿 日本の社会宗教史史料（含む住吉物語） ＊表紙に鉛筆で「未完」

５７ ２７７ １０ 翻訳草稿 十七条憲法（タイプ英文）

５７ ２７８～９ １０ 翻訳草稿 ８～１１世紀の日本荘園史料（タイプ英文）

５７ ２８０ １０ 翻訳草稿 楠木正成に関する文章（タイプ英文）

５７ ２８１ １０ 翻訳草稿 勝海舟と西郷隆盛（タイプ英文）

５７ ２８２ １０ 翻訳草稿 狂言「附子」（タイプ英文）

５７ ２８３ １０ 翻訳草稿 明治天皇の五カ条の御誓文（タイプ英文）

５７ ２８４ １０ 翻訳草稿 中世の禅僧の法語（タイプ英文）

５７ ２８５ １０ 翻訳草稿 王政復古の大号令など１８６８年に出された勅語（タイプ英文）

５７ ２８６ １０ 翻訳草稿 武士の登場と鎌倉時代（タイプ英文）

５７ ２８７ １０ 翻訳草稿 岡田式正坐法（タイプ英文）

５８ ２８８～
２９２

YAJコレクション目録 １９３４～３５年 但し、フォルダ２８８は１９３４年４月３日付
大久保利武書簡以下関連書簡計１２点及び関連書類

５８ ２９３ 地図

５８ ２９４ 西洋史関係ノート

５８ ２９５ 絵葉書

５９ 巻物３点（大井文書写、朝河正純への感謝状、「農家年中行事繪巻 狩野玉燕
筆」）・冊子類３点、フォルダ（図の切り抜きなど１９点メモ１点）

６０ ２９６ イェール大学日本人卒業生同窓会名簿（１８７０～１９２２年）
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